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書名 編著者名 体裁 頁数 刊行年月 ISBN
定価

（税込）
冊数

古文書への招待 日本古文書学会　編 B5判・並製 176 2021/1 22277-4 3,300

日本古代交流史入門
鈴木靖民・金子修一・田中史生・李成
市　編

A5判・並製 592 2017/6 22161-6 4,180

増補改訂新版　日本中世史入門―論文を書こう 秋山哲雄・田中大喜・野口華世　編 A5判・並製 608 2021/2 22280-4 4,180

日明関係史研究入門―アジアのなかの遣明船
村井章介　編集代表／橋本雄・伊藤幸
司・須田牧子・関周一　編

菊判・並製 568 2015/10 22126-5 4,180

パブリック・ヒストリー入門―開かれた歴史学への挑戦
【オンデマンド新版】

菅豊・北條勝貴　編 A5判・並製 512 2021/5 82254-7 5,280

知っておきたい歴史の新常識 歴史科学協議会　編 A5判・並製 232 2017/6 22182-1 3,080

中国史書入門　現代語訳　隋書
中林史朗・山口謠司　監修／池田雅
典・大兼健寛・洲脇武志・田中良明　訳

A5判・並製 520 2017/5 29611-9 4,620

改訂新版　中国学入門―中国古典を学ぶための13章
【オンデマンド版】

二松學舎大学文学部中国文学科　編 A5判・並製 232 2021/4 80056-9 1,760

マハーバーラタ入門―インド神話の世界 沖田瑞穂　著 四六判・並製 240 2019/5 21052-8 1,980

世界神話入門 篠田知和基　著 四六判・並製 280 2017/5 22165-4 2,640

ライトノベル史入門 　『ドラゴンマガジン』創刊物語―狼煙
を上げた先駆者たち

山中智省　著 四六判・並製 280 2018/1 29149-7 1,980

フルカラー　見る・知る・読む　源氏物語 中野幸一　著 A5判・並製 256 2013/7 29057-5 2,420

カラー百科　写真と古図で見る　狂言七十番 田口和夫　編 菊判・並製 300 2014/11 27017-1 3,520

お伽草子超入門 伊藤慎吾　編 四六判・並製 354 2020/7 29188-6 3,080

古典文学の常識を疑う
松田浩・上原作和・佐谷眞木人・佐伯
孝弘　編

A5判・並製 240 2017/6 29147-3 3,080

古典文学の常識を疑う　Ⅱ―縦・横・斜めから書きかえる
文学史

松田浩・上原作和・佐谷眞木人・佐伯
孝弘　編

A5判・並製 256 2019/9 29183-1 3,080

輪切りの江戸文化史―この一年に何が起こったか？ 鈴木健一　編 四六判・並製 384 2018/10 22220-0 3,520

図像学入門―疑問符で読む日本美術 山本陽子　著 四六判・並製 240 2015/11 27026-3 1,980

アメリカ現代詩入門―エズラ・パウンドからボブ・ディランま
で

原成吉　著 四六判・並製 504 2020/2 29192-3 3,850

100人の作家で知る　ラテンアメリカ文学ガイドブック 寺尾隆吉　著 A5判・並製 248 2020/3 29194-7 3,080

書誌学入門―古典籍を見る・知る・読む 堀川貴司　著 A5判・並製 272 2010/4 20001-7 1,980

【ライブラリーぶっくす】 司書のお仕事―お探しの本は何で
すか？

大橋崇行　著／小曽川真貴　監修 四六判・並製 256 2018/5 20061-1 1,980

【ライブラリーぶっくす】 司書のお仕事2―本との出会いを
届けます

大橋崇行　著／小曽川真貴　監修 四六判・並製 208 2020/11 20075-8 1,980

【ライブラリーぶっくす】 図書館員をめざす人へ 後藤敏行　著 四六判・並製 240 2016/4 20045-1 2,200

入門　デジタルアーカイブ―まなぶ・つくる・つかう 柳与志夫　責任編集 A5判・並製 200 2017/12 20060-4 2,750

R・Pythonによる　統計データ科学 杉山髙一・藤越康祝　監修 A5判・並製 272 2020/2 24011-2 2,970

水族館の文化史―ひと・動物・モノがおりなす魔術的世界 溝井裕一　著 A5判・並製 368 2018/6 22210-1 3,080

※ISBNは978-4-585を省略しています。
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日
本
古
代
交
流
史
入
門

鈴
木
靖
民
・
金
子
修
一

田
中
史
生
・
李
　
成
市
【
編
】

一
世
紀
〜
七
世
紀
の
古
代
国
家
形
成
の
時
期
よ
り
、
一
一
世
紀
の
中
世
へ
の
転
換
期
ま
で
を
対
象
に
、

三
七
名
の
第
一
線
の
研
究
者
に
よ
り
、
交
流
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
か
ら
日
本
古
代
史
の
通
史
を
描
き
出
す
。

新
た
な
日
本
古
代
史
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
！

序
言
◆
鈴
木
靖
民

総
論

　

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
文
化
の
移
動
を
ど
う
捉
え
る
か
◆
田
中
史
生

　
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
歴
史
観
◆
李　

成
市

《
通
史
》

◉
三
〜
七
世
紀

　

日
本
の
古
代
国
家
へ
の
道
と
東
ア
ジ
ア
交
流
◆
鈴
木
靖
民

　

中
華
王
朝
の
分
裂
と
周
辺
諸
国
◆
金
子
修
一

　

倭
と
朝
鮮
三
国
と
加
耶
◆
鈴
木
英
夫

　

考
古
学
か
ら
み
た
日
朝
交
渉
と
渡
来
文
化
◆
高
田
貫
太

　

ア
ジ
ア
史
の
中
の
日
本
◆
河
上
麻
由
子

◉
七
〜
九
世
紀

　

七
〜
九
世
紀
の
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
◆
石
見
清
裕

　

東
ア
ジ
ア
の
国
際
交
流
◆
河
内
春
人

　

律
令
制
の
比
較
史
◆
大
隅
清
陽

　

東
ア
ジ
ア
世
界
と
中
華
思
想
◆
仁
藤
敦
史

　

奈
良
（
南
都
）
仏
教
に
お
け
る
人
的
交
流
・
文
化
接
触

　

◆
河
野
貴
美
子

◉
九
〜
一
一
世
紀

　

東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
と
日
本
◆
山
内
晋
次

　

入
唐
僧
・
入
宋
僧
の
時
代
◆
榎
本　

渉

　

海
商
と
古
代
国
家
◆
渡
邊　

誠

　

後
百
済
・
高
麗
を
め
ぐ
る
交
流
◆
山
崎
雅
稔

　

顕
密
仏
教
の
形
成
と
東
ア
ジ
ア
交
流
◆
横
内
裕
人

　

国
風
と
は
何
か
◆
佐
藤
全
敏

《
各
論
》

◉
交
流
の
諸
相

　

北
方
史
◆
蓑
島
栄
紀

　

南
方
史
◆
高
梨　

修

　

古
代
日
本
の
境
界
意
識
◆
三
上
喜
孝

　

交
流
の
道
◆
森　

公
章

　

異
言
語
接
触
・
通
訳
・
翻
訳
◆
榎
本
淳
一

　

文
明
の
移
動
（
文
字
・
こ
と
ば
・
思
想
）◆
新
川
登
亀
男

　

国
史
編
纂
と
中
国
史
書
◆
遠
藤
慶
太

　

外
交
文
書
と
外
交
儀
礼
◆
廣
瀬
憲
雄

　

国
家
祭
祀
と
喪
葬
儀
礼
◆
江
川
式
部

　

東
ア
ジ
ア
の
礼
制
と
楽
制
◆
戸
川
貴
行

　

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
神
」
信
仰
◆
小
倉
慈
司

　

国
際
外
交
か
ら
み
た
道
教
と
古
代
東
ア
ジ
ア
◆
小
幡
み
ち
る

　

古
代
日
本
の
自
然
環
境
と
災
害
◆
今
津
勝
紀

◉
交
流
を
示
す
モ
ノ
た
ち

　

木
簡
と
東
ア
ジ
ア
◆
市　

大
樹

　

朝
鮮
・
日
本
の
金
石
文
◆
橋
本　

繁

　
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
誕
生
の
素
地
・
背
景
◆
水
口
幹
記

　

東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
正
倉
院
宝
物
◆
飯
田
剛
彦

　

土
器
・
陶
磁
器
と
ア
ジ
ア
交
流
◆
高
橋
照
彦

　

東
ア
ジ
ア
の
仏
教
建
築
◆
林　

南
寿

あ
と
が
き
◆
田
中
史
生

執
筆
者
一
覧

索　

引

【
目
次
】

【
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

本
体
三
、八
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
上
製
・
五
九
二
頁　

二
〇
一
七
年
七
月
刊
行

ISBN
978-4-585-22161-6 C1021

鈴
木
靖
民
（
す
ず
き
・
や
す
た
み
）

一
九
四
一
年
生
ま
れ
。
横
浜
市
歴
史
博
物
館

館
長
、
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
。
専
門
は
日

本
古
代
史
・
東
ア
ジ
ア
古
代
史
。
著
書
に『
古

代
日
本
の
東
ア
ジ
ア
交
流
史
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

金
子
修
一
（
か
ね
こ
・
し
ゅ
う
い
ち
）

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
國
學
院
大
學
文
学
部

教
授
。
専
門
は
中
国
古
代
史
。
著
書
に
『
大

唐
元
陵
儀
注
新
釈
』（
編
著
、
汲
古
書
院
、

二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

田
中
史
生
（
た
な
か
・
ふ
み
お
）

一
九
六
七
年
生
ま
れ
。
関
東
学
院
大
学
経
済

学
部
教
授
。
専
門
は
古
代
日
本
の
国
際
交
流

史
。
著
書
に
『
国
際
交
易
と
古
代
日
本
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

李　

成
市
（
り
・
そ
ん
し
）

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
文
学
学

術
院
教
授
。
専
門
は
朝
鮮
古
代
史
。
著
書
に

『
東
ア
ジ
ア
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』

（
共
編
著
、
雄
山
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど

が
あ
る
。

書店印書 名 部 数

部

勉誠出版 FAX◉03-5215-9025

本体3,800円（+税）
Ａ５判上製カバー装・592頁

2017年7月刊行
ISBN978-4-585-22161-6 C1021

ご担当者様

ご送付先ご住所（通信欄）

日本古代交流史入門

鈴木靖民・金子修一・田中史生・李成市【編】
ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版
※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体3,800円（+税）
Ａ５判上製カバー装・592頁

2017年7月刊行
ISBN978-4-585-22161-6 C1021

日本古代交流史入門
鈴木靖民・金子修一・田中史生・李成市【編】



2014年刊行の日本中世史入門
好評につき、大幅増補・改訂して絶賛発売中！
240頁増！

33

張
主
、

い
た
し

点
が

確
明

る
あ
で
ず
は
る
き
で
に

。

た
ま

張
主
、

い
た
し

点
が
、

に
う
よ
の
ど
で
ま
れ
こ

価
評

も
て
い
つ
に
か
の
た
き
て
れ
さ

記
す

要
必

る
あ
が

。

に
め
た
の
そ

は

献
文
考
参
、

）
究
研
行
先
（

や

料
史

読
み
込

で
ん

、「
違

を
」
い

明

い
な
ら
な
ば
れ
け
な
か
お
て
し
に
か
ら

。
こ

も
ら
か
と
こ
の

備
準
前
事
、

の

性
要
重

が

解
理

う
ろ
だ
る
き
で

。

お
な

究
研
行
先
、

や

料
史

の

法
方
用
引

は
て
い
つ
に

、

を

照
参

と
こ
の

。

Ｑ
4　

？
は
と
こ
る
け
つ
を
気
で
論
本

論
本

は
で

的
料
史
、

な

拠
根

を
示

て
し

的
理
論
、

に

容
内

を
書
き
進

が
と
こ
る
め

切
大

る
あ
で

的
料
史
。

な

拠
根

れ
け
な
が

ば
、「

測
推

」・「

測
憶

張
主
、

の

性
観
客

が

障
保

ず
れ
さ

証
論
、

る
な
く
な
ら
な
に
と
こ
た
し

。

た
ま

、

え
と
た

拠
根

を
挙

も
て
し
と
た
げ

倉
鎌
日
昨
、

た
い
に

物
人

が

日
今

は

都
京

で

動
活

か
と
る
い
て
し

歳
〇
五
時
当
、

物
人

の
そ
が

前
年
〇
〇
一

の

録
記

も
で

言
発

ど
な
る
す

的
識
常
、

に
考

り
あ
て
え

得

い
な

話

ば
れ
あ
で
し

、

も
れ
こ

論

証

い
な
ら
な
は
に
と
こ
た
し

的
観
客
。

な

拠
証

を
示

つ
つ
し

誰
、

が
も

然
自

に

得
納

に
う
よ
る
き
で

理
論
、

の

躍
飛

く
な

述
記

を
進

が
と
こ
る
め

要
肝

る
あ
で

。

学
史
歴

は

問
学

る
あ
で

、
上
以

「

学
科

い
な
ら
な
ば
ね
ら
あ
で
」

料
史
。

と

理
論

を
組
み
合

て
せ
わ

的
観
客
、

な

証
検

に
堪

る
れ
ら
え

像
史
歴

を
描
く
点

が
そ
こ

書
、

く
人
の

量
力

が

問
番
一

る
あ
で
ろ
こ
と
る
れ
わ

。

日本史

日
本
中
世
史
入
門

増
補
改
訂
新
版

国
士
舘
大
学
文
学
部
教
授

秋
山
哲
雄・

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授

田
中
大
喜・

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
教
授

野
口
華
世
〈
編
〉

論
文
を
書
こ
う

歴
史
を
学
び
、

考
え
る
た
め
に―

「
歴
史
」は
た
ん
に
過
去
の
出
来
事
を
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

現
代
そ
し
て
未
来
の
人
の々
動
向
を
規
定
す
る「
力
」を
持
って
い
る
。

そ
こ
に
学
問
と
し
て
歴
史
を
学
ぶ
意
義
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
歴
史
と
対
話
す
べ
き
な
の
か―

歴
史
学
の
基
本
で
あ
る
論
文
執
筆
の
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
観
点
を

日
本
中
世
史
研
究
の
最
新
の
知
見
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
、

歴
史
を
学
び
、考
え
る
こ
と
の
醍
醐
味
を
伝
授
す
る
。

ま
え
が
き…

秋
山
哲
雄・田
中
大
喜・野
口
華
世

Ⅰ「
歴
史
学
」を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

Ⅱ
論
文
を
書
こ
う―

歴
史
学
研
究
の
方
法
を
学
ぶ

Ⅲ
日
本
中
世
史
研
究
の
現
在

中
世
摂
関
家
論
◉
中
世
的
権
門
と
し
て
の
摂
関
家…

高
松
百
香

院
政
論
◉
政
治
史
と
家
族
史
の
融
合…

佐
伯
智
広

平
家
政
権
論
◉
平
家
政
権
論
の
軌
跡
と
こ
れ
か
ら…

前
田
英
之

中
世
前
期
国
家
財
政
論
◉
税
制・財
政
史
か
ら
中
世
国
家・社
会
の
成
立
を
考
え
る
た
め
に…

守
田
逸
人

荘
園
史
研
究
◉
中
世
天
皇
家
の
荘
園
の
意
味
を
考
え
る…

野
口
華
世

中
世
武
士
論
◉
中
世
武
士
の
と
ら
え
方
は
ど
う
変
わ
っ
た
か…

伊
藤
瑠
美

鎌
倉
幕
府
論
◉
中
世
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る…

秋
山
哲
雄

鎌
倉
幕
府
文
士
論
◉
鎌
倉
幕
府
を
支
え
る
様
々
な
人
々…

赤
澤
春
彦

鎌
倉
期
守
護
論
◉
幕
府
に
よ
る
全
国
統
治
の
実
態
に
迫
る…

西
田
友
広

中
世
前
期
法
制
史
研
究
◉
鎌
倉
幕
府
の
法
と
裁
判
への
ま
な
ざ
し…

木
下
竜
馬

鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
論
◉
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
が
中
世
後
期
に
遺
し
た
も
の…

清
水

　亮

中
世
武
士
団
論
◉
中
世
の
武
士
と
社
会
の
特
質
を
考
え
る…

田
中
大
喜

朝
廷
下
級
官
人
論
◉
朝
廷
を
支
え
る
官
僚
シ
ス
テ
ム…

遠
藤
珠
紀

室
町
殿
論
◉
新
た
な
る
権
力
者
像
の〈
発
見
〉…

大
田
壮
一
郎

室
町
期
守
護
論
◉
室
町
期
守
護
論
の「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」…

大
薮

　海

中
世
後
期
法
制
史
研
究
◉
室
町
幕
府
法
か
ら
み
た
中
世
後
期
の「
法
」の
特
質…

松
園
潤
一
朗

中
世
寺
院
史
◉
中
世
寺
院
と
顕
密
体
制
を
考
え
る…

石
田
浩
子

中
世
村
落・環
境
史
◉
生
活
の
舞
台
と
し
て
の
村
落
を
ど
う
と
ら
え
る
か…

高
木
徳
郎

中
世
交
通・流
通
論
◉
水
陸
の
み
ち
を
考
え
る…

藤
本
頼
人

中
世
経
済
史
◉
中
世
人
の
生
活
を
探
る…

川
戸
貴
史

中
世
都
市
論
◉
都
市
の
輪
郭
に
つ
い
て
考
え
る…

三
枝
暁
子

中
世
身
分
論
◉
身
分
と
集
団
か
ら
中
世
社
会
を
考
え
る…

辻

　浩
和

中
世
東
国
史
研
究
◉
地
域
史
と
国
家
史
の
あ
わ
い
で…

植
田
真
平

中
世
日
本・東
ア
ジ
ア
交
流
史
◉
外
国
と
の
関
わ
り
を
考
え
る…

伊
川
健
二

中
世
日
本
境
界
領
域
論
◉
東
ア
ジ
ア
交
流
の
玄
関
口
と
し
て
の
境
界
領
域…

荒
木
和
憲

古
文
書
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
◉
史
料
論
の
時
代
に
お
け
る
古
文
書
学
の
可
能
性…

佐
藤
雄
基

中
世
絵
画
史
料
論
◉
絵
画
に
か
く
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化…

黒
田
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中
世
考
古
資
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論
◉
中
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考
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二
郎

―

執
筆
者
一
覧

あ
と
が
き―

増
補
改
訂
版
の
刊
行
に
寄
せ
て････

秋
山
哲
雄
・
田
中
大
喜
・
野
口
華
世

研
究
概
念
・
用
語
索
引

卒
論
・
修
論
の
執
筆
︑指
導
に
も
最
適
！

本
体
三
、八
〇
〇
円（+

税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装

六
〇
八
頁・二
〇
二
一
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-22280-4 C0021

15

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025勉誠出版

本体3,800円（+税）
A5判並製カバー装・608頁

2021年2月刊行
978-4-585-22280-4 C0021秋山哲雄・田中大喜・野口華世〈編〉

増補改訂版

日本中世史入門―論文を書こう



1
｜
テ
ー
マ
を
決
め
る

Q1…

レ
ポ
ー
ト
と
論
文
の
違
い
は
？ 　
　

 

Q2…

テ
ー
マ
を
決
め
る
要
素
は
？

Q3…

論
文
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
テ
ー
マ
は
？ 　
　

 

Q4…

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
絞
れ
な
い
と
き
は
？

Q5…

主
要
な
通
史
類
・
講
座
類
は
？ 　
　

 

Q6…

最
近
の
研
究
動
向
を
知
る
に
は
？

Q7…

テ
ー
マ
を
決
め
る
方
法
は
？

2
｜
参
考
文
献
を
読
む

Q1…

参
考
文
献
と
は
？ 　
　

 

Q2…

ふ
さ
わ
し
い
書
籍
と
は
？ 　
　

 

Q3…

書
籍
を
探
す
に
は
？

Q4…

研
究
論
文
と
は
？ 　
　

 

Q5…

学
術
雑
誌
と
は
？ 　
　

 

Q6…

研
究
論
文
を
探
す
に
は
？

Q7…

研
究
論
文
を
入
手
す
る
に
は
？ 　
　

 

Q8…

参
考
文
献
の
読
み
方
は
？

Q9…

参
考
文
献
を
読
む
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？ 　
　

 

Q10…

参
考
文
献
を
活
用
す
る
に
は
？

3
｜
史
料
を
読
む

Q1…

史
料
と
は
？ 　
　

 

Q2…

古
文
書
を
探
す
に
は
？ 　
　

 

Q3…

古
記
録
や
編
纂
物
を
探
す
に
は
？

Q4…

地
域
の
史
料
を
集
め
る
に
は
？ 　
　

 

Q5…

史
料
を
読
む
前
に
す
る
こ
と
は
？ 　
　

Q6…

史
料
を
読
む
に
は
？ 　
　

 

Q7…

史
料
を
読
む
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

Q8…

参
考
文
献
と
史
料
を
読
ん
だ
後
は
？

4
｜
構
成
を
考
え
る

Q1…

書
く
前
に
ま
ず
や
る
こ
と
は
？ 　
　

 

Q2…

「
は
じ
め
に
」で
書
く
べ
き
こ
と
は
？

Q3…

本
論
で
目
指
す
こ
と
は
？ 　
　

 

Q4…

本
論
で
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

Q5…

史
料
な
ど
を
適
切
に
引
用
す
る
に
は
？ 　
　

 

Q6…

「
お
わ
り
に
」で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
？

5
｜
注（
註
）を
つ
け
る
／
史
料
を
引
用
す
る

Q1…

な
ぜ
注
を
つ
け
る
の
か
？ 　
　

 

Q2…

ど
の
よ
う
な
と
き
に
注
を
つ
け
る
の
か
？

Q3…

先
行
研
究
を
引
用
す
る
場
合
の
注
の
つ
け
方
は
？ 　
　

 

Q4…

史
料
を
引
用
す
る
場
合
の
注
の
つ
け
方
は
？

Q5…

史
料
を
引
用
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
？ 　
　

 

Q6…

一
次
史
料
と
二
次
史
料
の
違
い
は
？

6
｜
推
敲
す
る

Q1…

推
敲
す
る
と
は
？ 　
　

 

Q2…

文
章
を
見
直
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？―

そ
の
１ 

字
句
な
ど―

Q3…

文
章
を
見
直
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？―

そ
の
２ 

文
章
・
段
落
の
長
さ―

Q4…

誤
解
さ
れ
な
い
文
章
を
書
く
に
は
？

7
｜
投
稿
し
よ
う

Q1…

ど
う
や
っ
て
投
稿
す
る
の
か
？ 　
　

 

Q2…

投
稿
す
れ
ば
必
ず
掲
載
さ
れ
る
の
か
？

「
Ⅱ 

論
文
を
書
こ
う
」
で
は
、

論
文
執
筆
か
ら
投
稿
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。

各
段
階
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
詳
し
く
説
明
。

７
つ
の
段
階
に
対
応
し
た
43
の
Ｑ
＆
Ａ

◉
頁
見
本

◉
頁
見
本32

Ⅱ　論文を書こう

Ｑ
2　

？
は
と
こ
き
べ
く
書
で
」
に
め
じ
は
「

は
で
」
に
め
じ
は
「

文
論
、

で
扱

関

る
す

史
究
研

の

理
整

を
行
う

理
整
史
究
研
。

を
通

て
し

点
時
現
、

に
で
ま

明
ら

と
こ
た
き
て
れ
さ
に
か

、

て
し
そ

点
時
現

で

題
課

て
し
と

残

れ
さ

を
と
こ
る
い
て

分
自
、

る
な
に
と
こ
る
め
と
ま
に
り
な

。

に
れ
こ

文
論
、

の

題
課

を

示
明

る
あ
で
の
る
き
で
が
と
こ
る
す

。

理
整
史
究
研

は

文
論
、

を
書

要
重

な

点
発
出

り
あ
で

備
準
、

は

念
入

に
行

い
な
ら
な
ば
れ
け
な
わ

準
。

備
の
際
に

要
必

な

献
文
考
参

）
究
研
行
先
（

や

料
史

の

集
収

つ
に

は
て
い

、

・

を

照
参

と
こ
の

。

で
」
に
め
じ
は
「
し
も

示
提

た
し

題
課

が

論
結
、

と

齬
齟

る
す

ば
れ
あ
が
と
こ

論
結
、

を
」
に
め
じ
は
「
て
せ
わ
あ
に

書
き
直
そ

う
。

し
だ
た

的
終
最
、

に
書
き
直

も
て
し
と
る
な
に
と
こ
す

論
、

文
を
書

る
い
て
い

中
最

に

性
向
方

を

失
見

に
う
よ
い
な
わ

、

ず
ま

ら
か
」
に
め
じ
は
「
は

書

た
め
じ
は
き

方
が

難
無

う
ろ
だ

。

お
な

、

で
ま
れ
こ

究
研

文
論

を

書

う
ろ
だ
る
あ
も
と
こ
く

。

の
そ

合
場

は
に

史
究
研
、

こ
い
な
が

を
と

摘
指

で
え
う
た
し

、

究
研

の
な
き
べ
す

か
、

の
そ

義
意

を
記

う
そ

。

「

会
社
家
公
期
前
世
中

の

容
変

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

領
院
女

の
そ
と

義
意

　
　

節
一
第

　

領
院
女

の

立
成

　
　

節
二
第

　

寺
願
御

の

承
継

の
そ
と

義
意

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

期
前
倉
鎌

の

者
行
知

と

院
羽
鳥
後

　
　

節
一
第

　

期
倉
鎌

の

院
門
嘉
安

る
よ
に

承
継

　
　

節
二
第

　

院
羽
鳥
後

る
よ
に

者
行
知

の

替
改

　
　

節
三
第

　

替
改
者
行
知

の

因
要

の
そ
と

響
影

　
　

節
四
第

　

久
承

の

後
乱

の

者
行
知

の

理
論

　
　

節
五
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
後
倉
鎌

の

者
行
知

の

編
再

　
　

節
一
第

　

院
寿
楽
安

の

編
再

　
　
　

（

院
山
亀
）

る
よ
に

者
行
知

の

置
配
再

　
　
　

（

置
配
再
者
行
知
）

の

味
意

　
　

節
二
第

　

者
行
知
領
院
寿
楽
安

の
そ
の

後

　
　

節
三
第

　

者
行
知

の

成
形
領
家

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】

31

　

成
構

を
考

る
え

Ｑ
1　

？
は
と
こ
る
や
ず
ま
に
前
く
書

決
め
、

・

関

る
す

献
文
考
参

や

料
史

を
読

ら
だ
ん

、

く
や
う
よ

文
論

を

筆
執

る
き
で

階
段

る
な
と

文
論
。

を
書
く
前

は
に

、

ず
ま

体
全

の

次
目

を
考

お
を
と
こ
る
え

勧

る
す
め

次
目
。

は

然
当
、

ら
が
な
と
こ
の

、

書
き
進

に
ち
う
く
い
て
め

変

が
る
あ
も
と
こ
る
わ

初
最
、

な
か
ま
お
お
に

次
目

「
流

」
れ

）
を
考

と
く
お
て
え

文
論
、

の
筋

道
が

理
整

て
き
で

、

い
す
や
り
か
わ

文
論

を
書

る
き
で
が
と
こ
く

。

次
目

は
、

に
め
じ
は
「

↓
論
本
↓

う
い
と
」
に
り
わ
お

成
構

が
と
こ
る
と
を

多
い

論
本
。

は
、

章

ら
か

章
の

成
構

す
に

と
る

書
、

う
ろ
だ
い
す
や
き

。

た
ま

、

の
れ
ぞ
れ
そ

章
の
中
を
、

の
か
つ
く
い
に
ら
さ

節

と
る
け
わ
に

読
、

む

書
・
側

く
側
の

方
双

、

い
す
や
り
か
わ

容
内

る
な
に

。

ば
え
と
た

例
【、

】

な
う
よ
の

次
目

が
考

る
れ
ら
え

。

に
で
す

読

だ
ん

献
文
考
参

や

料
史

を
、

の
ど

章
や
節
で

用
引

を
か
の
る
す

考

ら
が
な
え

次
目

ば
け
い
て
せ
ま
ら
く
ふ
を

論
、

文
の
形
に
近

る
あ
で
ず
は
く
い
て
い
づ

。

は
ず
ま

次
目

考

う
よ
え

。

「

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

程
過

　
　

節
一
第

　

府
幕
倉
鎌

の

立
成

と

倉
鎌

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

倉
鎌

の

力
心
求

　
　

節
一
第

　

許
裁

の

力
心
求

　
　

節
二
第

　

済
経

の

力
心
求

　
　

節
三
第

　

教
宗

の

力
心
求

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

倉
鎌

の

化
核
多

　
　

節
一
第

　

力
心
求
軍
将

の

化
変

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

「
の

子
地

「
と
」

主
地

」

　
　

節
三
第

　

倉
鎌

「
の

所
宿

」

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

「

合
結
団
士
武

の

開
展
的
合
複

と

力
権
武
公

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

合
結
的
縁
族

と

合
結
的
域
地

　
　

節
一
第

　

団
士
武
期
倉
鎌

の

合
結
族
一

　
　

節
二
第

　

領
本

の

成
形

と

合
結
的
域
地

　
　

節
三
第

　

場
町

と

合
結
的
域
地

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
二
第

　

合
結
族
一

と

制
領
惣

　
　

節
一
第

　

制
領
惣

の

成
形

と

開
展

　
　

節
二
第

　

職
領
惣

の

立
成

　
　

節
三
第

　

督
家

と

領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
町
室
・
朝
北
南

の

団
士
武

と

制
園
荘

　
　

節
一
第

　

乱
内
朝
北
南

と

領
所
的
域
領

の

成
形

　
　

節
二
第

　

府
幕
町
室

の

と

団
士
武

　
　

節
三
第

　

期
町
室

の

制
園
荘

と

制
領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】

例
【

】
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Ⅱ　論文を書こう

う

業
作

を
改

て
め

繰
り
返

う
そ

。

決

は
に
る
め

、

Ｑ
―

Ｑ
・

Ｑ
・

で
示

に
う
よ
た
し

、

対

て
し

史
究
研
、

を
踏

た
え
ま

史

拠
根
的
料

る
あ
の

答
回

を
示

が
か
う
ど
か
る
せ

要
重

る
な
と
ト
ン
イ
ポ
な

。

決

も
て
く
な
ら
ま

文
考
参
、

献
と

料
史

を
読

を
と
こ
む

続

ば
け
い
て
け

必
、

ず

進
前

る
き
で

。

定
確

で
ま
る
す

、

に
ず
め
ら
き
あ

度
何

も
で

考
参

献
文

と

料
史

に
挑

い
た
い
ら
も
で
ん

。

　

成
構

を
考

る
え

Ｑ
1　

？
は
と
こ
る
や
ず
ま
に
前
く
書

決
め
、

・

関

る
す

献
文
考
参

や

料
史

を
読

ら
だ
ん

、

く
や
う
よ

文
論

を

筆
執

る
き
で

階
段

る
な
と

文
論
。

を
書
く
前

は
に

、

ず
ま

体
全

の

次
目

を
考

お
を
と
こ
る
え

勧

る
す
め

次
目
。

は

然
当
、

ら
が
な
と
こ
の

、

書
き
進

に
ち
う
く
い
て
め

変

が
る
あ
も
と
こ
る
わ

初
最
、

な
か
ま
お
お
に

次
目

「
流

」
れ

）
を
考

と
く
お
て
え

文
論
、

の
筋

道
が

理
整

て
き
で

、

い
す
や
り
か
わ

文
論

を
書

る
き
で
が
と
こ
く

。

次
目

は
、

に
め
じ
は
「

↓
論
本
↓

う
い
と
」
に
り
わ
お

成
構

が
と
こ
る
と
を

多
い

論
本
。

は
、

章

ら
か

章
の

成
構

す
に

と
る

書
、

う
ろ
だ
い
す
や
き

。

た
ま

、

の
れ
ぞ
れ
そ

章
の
中
を
、

の
か
つ
く
い
に
ら
さ

節

と
る
け
わ
に

読
、

む

書
・
側

く
側
の

方
双

、

い
す
や
り
か
わ

容
内

る
な
に

。

ば
え
と
た

例
【、

】

な
う
よ
の

次
目

が
考

る
れ
ら
え

。

に
で
す

読

だ
ん

献
文
考
参

や

料
史

を
、

の
ど

章
や
節
で

用
引

を
か
の
る
す

考

ら
が
な
え

次
目

ば
け
い
て
せ
ま
ら
く
ふ
を

論
、

文
の
形
に
近

る
あ
で
ず
は
く
い
て
い
づ

。

は
ず
ま

次
目

考

う
よ
え

。

「

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

程
過

　
　

節
一
第

　

府
幕
倉
鎌

の

立
成

と

倉
鎌

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

倉
鎌

の

力
心
求

　
　

節
一
第

　

許
裁

の

力
心
求

　
　

節
二
第

　

済
経

の

力
心
求

　
　

節
三
第

　

教
宗

の

力
心
求

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

倉
鎌

の

化
核
多

　
　

節
一
第

　

力
心
求
軍
将

の

化
変

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

「
の

子
地

「
と
」

主
地

」

　
　

節
三
第

　

倉
鎌

「
の

所
宿

」

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

「

合
結
団
士
武

の

開
展
的
合
複

と

力
権
武
公

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

合
結
的
縁
族

と

合
結
的
域
地

　
　

節
一
第

　

団
士
武
期
倉
鎌

の

合
結
族
一

　
　

節
二
第

　

領
本

の

成
形

と

合
結
的
域
地

　
　

節
三
第

　

場
町

と

合
結
的
域
地

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
二
第

　

合
結
族
一

と

制
領
惣

　
　

節
一
第

　

制
領
惣

の

成
形

と

開
展

　
　

節
二
第

　

職
領
惣

の

立
成

　
　

節
三
第

　

督
家

と

領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
町
室
・
朝
北
南

の

団
士
武

と

制
園
荘

　
　

節
一
第

　

乱
内
朝
北
南

と

領
所
的
域
領

の

成
形

　
　

節
二
第

　

府
幕
町
室

の

と

団
士
武

　
　

節
三
第

　

期
町
室

の

制
園
荘

と

制
領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】

例
【

】
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に
め
じ
は

文
論

を
書

う
い
と
く

業
作

は
、

で
ま
れ
こ

進

た
き
て
め

究
研

を

章
文

て
め
と
ま
て
し
と

見
新

を

界
学

に
問
い

問
学
、

の

展
進

に

与
寄

る
あ
で
と
こ
る
す

。

に
け
だ
れ
そ

文
論

は
、

に
ぐ
す

書

い
な
は
で
の
も
る
け

。

く
よ
づ
り
ば
ね

献
文
考
参

や

料
史

と
向

き
合

絞
り
、

ば
れ
す
う
ど

分
自

の

張
主

を

力
得
説

を
か
る
き
で
に
の
も
る
あ
の

慮
熟

て
し

成
構

を
考
え

料
史
、

を
深
く
読
み
込

で
ん

水
引
田
我

う
よ
い
な
ら
な
と

論
本

を

重
慎

に
書
き
進
め

者
読
、

に

分
自

の

図
意

が
伝

う
よ
る
わ

寧
丁

に
文

章
を

敲
推

し

体
全
、

に

盾
矛

を
か
い
な
が

広
い

野
視

で

直
見

て
し

、

く
や
う
よ

書
き
上

る
あ
で
の
も
る
が

。

左
に
示

で
の
た
し

、

を
れ
こ
は
ず
ま

照
参

ら
が
な
し

後
、

く
づ
つ
に

目
項

を
読
み
進

て
め

い
た
き
だ
た
い

迷
。

倒
面
、

の
れ
ぞ
れ
そ
も
で

目
項

を

度
何

も
で

認
確

ば
け
い
て
し

必
、

や
ず

得
納

る
き
で

文
論

を
書

き
上

る
あ
で
ず
は
る
き
で
が
と
こ
る
げ

。

お
な

文
論
、

を
書
く

法
方

は

通
幾

し
う
ろ
だ
る
あ
も
り

人
、

異

る
な

。

で
こ
こ

示

は
の
す

、

の
そ

中
の

的
般
一

な
書
き
方

を
と
こ
る
あ
で
つ
と
ひ
の

断

。

①

考

る
え

（

）
照
参

　
　
　
　

献
文
考
参
②

を
探

て
し

読
む

料
史
・

を
探

て
し

読
む　
（

・

）
照
参

　
　
　

③

絞
り
込
む　
（

）
照
参

14

　
　
　
　
　
　
　
　

で
」
に
め
じ
は
「

示

た
し

題
課

と

齬
齟

る
す

合
場

は
に

⑦

る
ど
も
に

敲
推
⑩

る
す
　
（

）
照
参

！
成
完
⑪

誌
雑
術
学
⑫

に

稿
投

る
す
　
（

）
照
参

　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
直

を
し

示
指

る
れ
さ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
直
す

誌
雑
術
学
⑬

に

載
掲

る
れ
さ

献
文
考
参
④

を
探

て
し

読
む

料
史
・

を
探

て
し

読
む　
（

・

）
照
参

　
　
　
　
　

　
　

定
確

い
な
き
で

合
場

は
①

は
た
ま

③

る
ど
も
に

⑤

定
確

る
す
　
（

・

Ｑ
―

）
照
参

成
構
⑥

を
考

る
え

　
　
　

次
目

を

成
作

る
み
て
し

（

Ｑ
―

）
照
参

⑦

を
」
に
め
じ
は
「

書
く

　
　
　

理
整
史
究
研

て
し

答
回

き
べ
す

題
課

を

示
提

る
す

（

Ｑ
―

・

Ｑ
―

）
照
参

論
本
⑧

を
書
く

　
　
　

人
他

の
説
を

用
援

し
い
な

判
批

る
す
　
（

Ｑ
―

）
照
参

　
　
　

拠
根

る
な
と

料
史

を

示
明

る
す
　
（

Ｑ
―

）
照
参

⑨

を
」
に
り
わ
お
「

書
く

　
　
　

論
結

を

示
明

に
」
に
め
じ
は
「
て
し

示

た
し

題
課

の
へ

答
回

を
記
す
（

Ｑ
―

）
照
参
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で
」
に
め
じ
は
「

示

た
し

題
課

と

齬
齟

る
す

合
場

は
に

⑦

る
ど
も
に

敲
推
⑩

る
す
　
（

）
照
参

！
成
完
⑪

誌
雑
術
学
⑫

に

稿
投

る
す
　
（

）
照
参

　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
直

を
し

示
指

る
れ
さ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
直
す

誌
雑
術
学
⑬

に

載
掲

る
れ
さ

献
文
考
参
④

を
探

て
し

読
む

料
史
・

を
探

て
し

読
む　
（

・

）
照
参

　
　
　
　
　

　
　

定
確

い
な
き
で

合
場

は
①

は
た
ま

③

る
ど
も
に

⑤

定
確

る
す
　
（

・

Ｑ
―

）
照
参

成
構
⑥

を
考

る
え

　
　
　

次
目

を

成
作

る
み
て
し

（

Ｑ
―

）
照
参

⑦

を
」
に
め
じ
は
「

書
く

　
　
　

理
整
史
究
研

て
し

答
回

き
べ
す

題
課

を

示
提

る
す

（

Ｑ
―

・

Ｑ
―

）
照
参

論
本
⑧

を
書
く

　
　
　

人
他

の
説
を

用
援

し
い
な

判
批

る
す
　
（

Ｑ
―

）
照
参

　
　
　

拠
根

る
な
と

料
史

を

示
明

る
す
　
（

Ｑ
―

）
照
参

⑨

を
」
に
り
わ
お
「

書
く

　
　
　

論
結

を

示
明

に
」
に
め
じ
は
「
て
し

示

た
し

題
課

の
へ

答
回

を
記
す
（

Ｑ
―

）
照
参
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器﹇
小
池
富
雄
﹈

陶
磁
器﹇
金
沢
陽
﹈

銅
銭﹇
川
戸
貴
史
﹈

第
六
部　

外
交
文
書
と
儀
礼
の
世
界
﹇
総
説…

橋
本
雄
﹈

『
善
隣
国
宝
記
』―
日
本
初
の
外
交
文
書
集﹇
橋
本
雄
﹈

『
嘉
靖
公
牘
集
』―
明
役
人
と
の
交
渉
文
書
集﹇
オ
ラ
ー
・
チ
ャ
バ
﹈

表
文﹇
西
尾
賢
隆
﹈

勅
諭
・
誥
命﹇
小
島
浩
之
﹈

勘
合
・
咨
文﹇
橋
本
雄
﹈

印
章﹇
木
村
拓
﹈

朝
貢
儀
礼﹇
米
谷
均
﹈

冊
封
儀
礼﹇
橋
本
雄
﹈

外
交
の
装
い―

足
利
義
満
の
冊
封
に
関
す
る
服
装﹇
河
上
繁
樹
﹈

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

本
書
掲
載
図
版
出
典
一
覧

編
集
後
記

執
筆
者
一
覧

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

索
引（
人
名
・
寺
社
名
）

第
一
部　

通
史
と
研
究
史

﹇
総
論
Ⅰ…
遣
明
船
の
歴
史―

日
明
関
係
史
概
説…

村
井
章
介
・
橋
本
雄
﹈

﹇
総
論
Ⅱ…
研
究
史
と
史
料―

遣
明
船
を
研
究
す
る
た
め
に…

伊
藤
幸
司
・
須
田
牧
子
﹈

遣
唐
使
船
と
遣
明
船
と
の
違
い﹇
関
周
一
﹈

唐
・
宋
・
元
に
渡
っ
た
僧
侶
た
ち
と
入
明
僧﹇
手
島
崇
裕
﹈

日
元
通
交
と
の
連
続
面
・
断
絶
面﹇
榎
本
渉
﹈

中
世
日
本
の
銅
線
輸
入
の
真
相﹇
飯
沼
賢
司
﹈

明
代
史
の
展
開
と
対
外
関
係﹇
岡
本
弘
道
﹈

高
麗
・
朝
鮮
の
遣
中
国
使
節﹇
豊
島
悠
果
﹈

最
末
期
の
遣
明
船﹇
鹿
毛
敏
夫
﹈

第
二
部　

遣
明
船
に
乗
っ
た
人
﹇々
総
説…
伊
藤
幸
司
﹈

堅
中
圭
密﹇
村
井
章
介
﹈

宗
金
一
族﹇
佐
伯
弘
次
﹈

楠
葉
西
忍﹇
関
周
一
﹈

天
与
清
啓﹇
伊
川
健
二
﹈

桂
庵
玄
樹﹇
高
津
孝
﹈

雪
舟
等
楊
と
そ
の
流
派―

入
明
僧
を
中
心
に﹇
渡
邊
雄
二
﹈

取
龍﹇
伊
藤
幸
司
﹈

了
庵
桂
悟﹇
伊
藤
幸
司
﹈

宋
素
卿﹇
山
崎
岳
﹈

湖
心
碩
鼎﹇
橋
本
雄
﹈

策
彦
周
良﹇
須
田
牧
子
﹈

神
屋
一
族﹇
佐
伯
弘
次
﹈

居
座
・
土
官―

貿
易
事
務
官
た
ち﹇
オ
ラ
ー
・
チ
ャ
バ
﹈

通
事﹇
岡
本
真
﹈

医
者﹇
岡
本
真
﹈

第
三
部　

遣
明
使
節
の
旅
﹇
総
説…

須
田
牧
子
﹈

『
笑
雲
入
明
記
』―

宝
徳
度
船
の
旅
日
記﹇
須
田
牧
子
﹈

『
唐
船
日
記
』―

楠
葉
西
忍
の
昔
語
り﹇
関
周
一
﹈

『
戊
子
入
明
記
』―

応
仁
度
船
の
準
備
記
録﹇
伊
川
健
二
﹈

『
壬
申
入
明
記
』―

永
正
度
船
の
嘆
願
書
集﹇
オ
ラ
ー
・
チ
ャ
バ
﹈

『
初
渡
集
』『
再
渡
集
』―

天
文
八
・
一
六
年
度
船
の
旅
日
記﹇
須
田
牧
子
﹈

船
と
し
て
の
遣
明
船﹇
安
達
裕
之
﹈

瀬
戸
内
海
・
博
多
・
五
島
列
島﹇
伊
藤
幸
司
﹈

遣
明
船
警
固
衆﹇
佐
伯
弘
次
﹈

航
海
技
術
と
季
節
風﹇
安
達
裕
之
﹈

寧
波
と
舟
山
群
島﹇
榎
本
渉
﹈

寧
波
に
お
け
る
迎
接
体
制﹇
中
島
楽
章
﹈

明
代
の「
駅
」管
理
と
地
方
行
政
制
度﹇
川
越
泰
博
﹈

浙
東
運
河﹇
伊
藤
幸
司
﹈

京
杭
運
河﹇
須
田
牧
子
﹈

南
京
・
北
京
の
会
同
館﹇
橋
本
雄
﹈

遣
明
使
節
が
起
こ
し
た
暴
行
事
件﹇
伊
川
健
二
﹈

寧
波
の
乱（
寧
波
事
件
）﹇
山
崎
岳
﹈

朱
紈―

王
命
に
殉
じ
た
酷
使﹇
山
崎
岳
﹈

詳
細
目
次

❖
編
集
代
表…

…
…
…

村
井
章
介（
む
ら
い
・
し
ょ
う
す
け
）

立
正
大
学
文
学
部
教
授
、東
京
大
学
名
誉
教
授
。専
門
は
東
ア
ジ

ア
文
化
交
流
史
。

❖
編
集
委
員…

…
…

橋
本
雄（
は
し
も
と
・
ゆ
う
）

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
。専
門
は
中
世
日
本

国
際
関
係
史
。

伊
藤
幸
司（
い
と
う
・
こ
う
じ
）

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
准
教
授
。専
門
は
日

本
中
世
史
・
東
ア
ジ
ア
交
流
史
。

須
田
牧
子（
す
だ
・
ま
き
こ
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
助
教
。専
門
は
日
本
中
世
対
外
関
係
史
。

関
周
一（
せ
き
・
し
ゅ
う
い
ち
）

宮
崎
大
学
教
育
文
化
学
部
准
教
授
。専
門
は
日
本
中
世
史（
対
外

関
係
史
）・
海
域
ア
ジ
ア
史
。

❖
執
筆
者（
五
十
音
順
）……

…

◎
安
達
裕
之
◎
飯
沼
賢
司
◎
伊
川
健
二
◎
泉
万
里
◎
荏
開
津
通

彦
◎
榎
本
渉
◎
岡
本
弘
道
◎
岡
本
真
◎
オ
ラ
ー
・
チ
ャ
バ
◎
鹿

毛
敏
夫
◎
金
沢
陽
◎
河
上
繁
樹
◎
川
越
泰
博
◎
川
戸
貴
史
◎
木

村
拓
◎
小
池
富
雄
◎
小
島
毅
◎
小
島
浩
之
◎
佐
伯
弘
次
◎
島
尾

新
◎
高
津
孝
◎
手
島
崇
裕
◎
豊
島
悠
果
◎
中
島
楽
章
◎
西
尾
賢

隆
◎
堀
川
貴
司
◎
山
崎
岳
◎
芳
澤
元
◎
米
谷
均
◎
渡
邊
雄
二

執
筆
者
一
覧

日
明
関
係
史
研
究
入
門

ア
ジ
ア
の
な
か
の
遣
明
船

編
集
代
表…

村
井
章
介

編
集
委
員…

橋
本
雄
・
伊
藤
幸
司
・
須
田
牧
子
・
関
周
一

本
体
三
、八
〇
〇
円（
＋
税
）

菊
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
五
六
八
頁

二
〇
一
五
年
一
〇
月
刊
行

ISBN
978-4-585-22126-5 C1021









中国古典・中国史

現
代
語
訳
隋
書

中
国
史
書
入
門

二
十
四
史
と
呼
ば
れ
る
中
国
歴
代
王
朝
史
（
正
史
）。

既
に
「
史
記
」
や
「
三
国
志
」
な
ど
は

全
文
が
現
代
語
訳
さ
れ
た
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、

中
で
も
日
本
と
関
係
が
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
の
史
書
、

「
隋
書
」
を
取
り
上
げ
て
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。

従
来
は
日
本
に
関
連
す
る
事
項
や
専
門
的
記
述
の
み
が

現
代
語
訳
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
隋
書
」
か
ら
、
そ
の
本
質
部
分
で
あ
る

本
紀
（
皇
帝
の
伝
記
）
全
文
と
諸
列
伝
（
人
臣
の
伝
記
）
を
訳
出
。

本
体
四
、二
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
五
二
〇
頁

二
〇
一
七
年
五
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29611-9 C0398

中
林
史
朗…

大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
教
授

山
口
謠
司…

大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
准
教
授

﹇
監
修
﹈

洲
脇
武
志…

実
践
女
子
大
学
、
大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講
師

田
中
良
明…

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
講
師

池
田
雅
典…

大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講
師

大
兼
健
寛…

学
校
法
人
た
ち
ば
な
学
園
、
理
学
・
作
業
名
古
屋
専
門
学
校
専
任
講
師

﹇
訳
者
﹈

は
じ
め
に
●
中
林
史
朗

訳
者
前
言
●
田
中
良
明

第
一
部

帝
室
の
軌
跡

　

帝
紀―

高
祖（
上
下
）・煬
帝（
上
下
）・
恭
帝
／

　

后
妃
伝―

獨
孤
皇
后・宣
華
夫
人
陳
氏・容
華
夫
人
蔡
氏・煬
帝
蕭
皇
后
／

　

文
四
子
伝―

房
陵
王
楊
勇・
秦
孝
王
楊
俊・庶
人
楊
秀
・庶
人
楊
諒

　
　

コ
ラ
ム
①　
『
隋
書
』の
成
立
●
洲
脇
武
志

　
　

コ
ラ
ム
②　

隋
の
皇
族
た
ち
●
田
中
良
明

第
二
部

人
臣
の
列
伝

　

劉
昉
・
鄭
譯―

高
祖
を
北
周
丞
相
と
し
て
迎
え
た
隋
建
国
の
発
端

　
（
附・元
冑―

高
祖
暗
殺
未
遂
事
件
）

　
　

コ
ラ
ム
③　

周
隋
禅
譲
●
池
田
雅
典

　

李
徳
林
・
許
善
心―

南
北
朝
か
ら
隋
へ
の
移
行
期

　
　

コ
ラ
ム
④　

隋
に
仕
え
た
遺
臣
た
ち―

姚
察
・顔
之
儀・顔
之
推
●
洲
脇
武
志

目
次

　

高
熲
・
蘇
威
・
楊
素―

隋
の
礎
を
築
い
た
宰
相
た
ち

　
（
附・楊
玄
感―
隋
滅
亡
の
序
章
）

　
　

コ
ラ
ム
⑤　

理
想
都
市・大
興
城
●
池
田
雅
典

　

韓
擒
虎
・
賀
若
弼
・
達
奚
長
儒
・
賀
婁
子
幹
・
史
萬
歲
・
劉
方

　

―

隋
の
版
図
を
築
き
支
え
た
将
軍
た
ち（
附・來
護
兒―

煬
帝
期
の
将
軍
）

　

宇
文
述
・
郭
衍―

煬
帝
立
太
子
の
立
役
者

　

虞
世
基
・
裴
蘊
・
裴
矩―
煬
帝
の
執
政
た
ち

　
　

コ
ラ
ム
⑥　
『
隋
書
』経
籍
志
●
洲
脇
武
志

　

宇
文
化
及
・
司
馬
德
戡
・
裴
虔
通
・
王
充
・
段
達―

逆
臣
た
ち

　

芸
術
伝

　
　

コ
ラ
ム
⑦　

隋
の
術
数・災
異
●
田
中
良
明

　

列
女
伝

資
料（
隋
版
図
図・
官
品
表
・
事
表
・
系
図
）

お
わ
り
に
●
山
口
謠
司

◆
原
文
と
現
代
語
訳
が
対
照
で
き
る
形
。

◆
皇
帝
の
本
紀
全
篇
を
中
心
に
掲
出
し
た

列
伝
の
全
文
を
現
代
語
訳
。

◆『
隋
書
』
や
「
隋
」
と
い
う
時
代
を

理
解
す
る
た
め
の
コ
ラ
ム
を
７
本
、

地
図
や
官
品
表
な
ど
の
資
料
を
収
録
。

本
書
の
特
色

ず
い

し
ょ

入門シリーズ刊行開始！
『新唐書』『新五代史』『宋史』

続々刊行予定
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東洋史・東洋思想・中国古典

改
訂
新
版

本
体
一
、六
〇
〇
円
（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
三
二
頁

二
〇
一
七
年
四
月
刊
行

ISBN
978-4-585-20056-7 C1000

二
松
學
舍
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科﹇
編
﹈

中
国
学
入
門

中
国
古
典
を
学
ぶ
た
め
の
13
章

古
文
字
学
◎
戸
内
俊
介

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
古
代
文
字
論―

二
十
一
世
紀
の
古
文
字
学

古
代
歴
史
書
◎
小
方
伴
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

物
語
伝
承
と
歴
史
書―

晋
文
公
の
放
浪
譚
と
史
書『
国
語
』  

コ
ラ
ム
❖
小
方
伴
子 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
本
に
お
け
る『
国
語
』の
受
容
と
訓
点
本 

古
代
思
想
◎
野
間
文
史

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

経
書
略
説―

五
経
を
中
心
に
し
て

中
国
文
学
論
◎
牧
角
悦
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
文
学
と
い
う
方
法

　

―

両
漢
・
六
朝
か
ら
唐
代
ま
で
の
文
学
意
識
と
詩
文 

コ
ラ
ム
❖
牧
角
悦
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

夏
目
漱
石
と
漢
詩  

宋
明
思
想
◎
田
中
正
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

宋
代
士
大
夫
の
思
想
と
そ
の
展
開―

宋
学
と
明
学  

古
典
小
説
◎
伊
藤
晋
太
郎

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
三
国
志
」を
文
学
す
る―

『
三
国
志
』か
ら『
三
国
志
演
義
』へ

コ
ラ
ム
❖
伊
藤
晋
太
郎 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

神
に
な
っ
た「
三
国
志
」の
英
雄 

も
く
じ

中
国
の
文
学
・
歴
史
・
思
想
・
芸
術
な
ど
の
文
化
を

研
究
す
る「
中
国
学
」。歴
史
を
ひ
も
と
け
ば
分
か
る
よ

う
に
、
私
た
ち
の
精
神
や
思
想
の
背
景
に
は
、
広
く
中

国
や
朝
鮮
半
島
な
ど
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
影
響
が
あ
る
。

中
国
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、自
分
自
身
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。古
代
か
ら
二
〇
世
紀
に
い
た
る
中
国

文
化
の
展
開
や
日
本
に
お
け
る
影
響
を
概
観
し
、そ
の

豊
穣
な
世
界
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
。

よ
う
こ
そ

文
化
の
宝
庫
へ

二
十
世
紀
文
学
◎
武
永
尚
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

文
豪
老
舎―

そ
の
生
涯
と
作
品

中
国
語
学
・
中
国
語
教
育
◎
張
佩
茹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

現
代
中
国
語
文
法
研
究
と
中
国
語
教
育

中
国
書
道
◎
髙
澤
浩
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

偉
人
、王
羲
之
と
陶
淵
明
を
書
く
！

日
本
書
道
◎
福
島
一
浩

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
本
書
道
史
が
蓄
え
た
書
美

　

―

中
国
書
法
の
摂
取
と
創
造
の
熱
意  

日
本
漢
学
◎
町 

泉
寿
郎

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
本
漢
学
略
史

　

―

日
本
に
お
け
る
中
国
学
術
文
化
の〝
学
び
〞

書
誌
学
◎
高
山
節
也

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

漢
籍
書
誌
学
の
す
す
め―

古
本
整
理
案
内
記

古
代
文
学
◎
家
井 

眞

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

銘
文
か
ら『
詩
経
』へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

お
役
立
ち
サ
イ
ト
集
／
執
筆
者
一
覧

中
国
古
典
を
学
ぶ
た
め
に
必
携
の
一
冊
！

※本書は二松學舍大学文学部中国文学科編

『中国学入門』（2015年）の改訂新版です。

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体1,600円（+税）
A5判並製カバー装・232頁

2017年4月刊行
ISBN978-4-585-20056-7 C1000

改訂新版中国学入門【オンデマンド版】
中国古典を学ぶための　章13
二松學舍大学文学部中国文学科［編］

オンデマンド版





神話・世界史

世
界
神
話
入
門

篠
田
知
和
基
﹇
著
﹈（
甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
客
員
研
究
員
）

想
像
力
の
源
泉
、古
代
か
ら
の
声―

。

宇
宙
の
成
り
立
ち
、
異
世
界
の
風
景
、

異
類
と
の
婚
姻
、
神
々
の
戦
争
と
恋
愛…

…

世
界
中
の
神
話
を
類
型
ご
と
に
解
説
し
、

神
話
そ
の
も
の
の
成
立
に
関
す
る

深
い
洞
察
を
展
開
す
る
。

『
世
界
神
話
伝
説
大
事
典
』
と
の
姉
妹
編
。

世
界
神
話
を
知
る
た
め
の
最
良
の
入
門
書
。

篠
田
知
和
基（
し
の
だ
・
ち
わ
き
）

名
古
屋
大
学
教
授
を
へ
てH

SU

特
任
教

授
、甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
客
員
研

究
員
。比
較
神
話
学
研
究
組
織
主
宰
。専

門
は
仏
文
学
、神
話
学
、文
化
造
形
論
。

主
な
著
書
に『
幻
影
の
城
』（
思
潮
社
、一

九
七
二
年
）、『
土
手
の
大
波
』（
コ
ー
ベ

ブ
ッ
ク
ス
、一
九
七
六
年
）、『
人
狼
変
身

譚
』（
大
修
館
書
店
、一
九
九
四
年
）、『
竜

蛇
神
と
機
織
姫
』（
人
文
書
院
、一
九
九
七

年
）、『
日
本
文
化
の
基
本
形
○
△
□
』（
勉

誠
出
版
、二
〇
〇
七
年
）、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
形
』（
八
坂
書
房
、二
〇
一
〇
年
）な
ど

が
あ
る
。

は
じ
め
に

Ⅰ
世
界
神
話

　
　

◎
世
界
神
話
へ
む
け
て

　
　

◎
地
域
的
諸
問
題

　
　

◎
共
通
神
話
の
形
成

Ⅱ
世
界
の
構
造

　
　

◎
卵
と
鳥

　
　

◎
樹
木

　
　

◎
大
地

Ⅲ
女
神
と
至
高
神

　
　

◎
女
神

　
　

◎
愛
の
神
話

　
　

◎
復
活
神
と
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー

　
　

◎
裁
き
の
神
と
太
陽
の
旅

Ⅳ
悪
の
原
理

　
　

◎
罪
と
罰

　
　

◎
動
物
変
身
と
獣
祖

　
　

◎
鍛
冶
神
と
狼
男

ま
と
め

参
考
書
誌

お
わ
り
に 

【
目
次
】

《関連書籍のご案内》

『世界神話伝説大事典』
篠田知和基・丸山顯德　［編］

本体25,000円(＋税)
B5判・上製・1000頁

ISBN 978-4-585-20036-9 C1000
2016年8月刊行

人類の想像力の源泉を知る物語の宝庫。
全世界50地域にわたり
1500余項目を詳述、卓抜の大事典。 本体2,400円（＋税）

四六判並製・カバー装・280頁
ISBN978-4-585-22165-4 C0022

2017年5月刊行

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体2,400円（+税）
四六判並製カバー装・280頁

2017年5月刊行
ISBN978-4-585-22165-4 C0022

世界神話入門
篠田知和基［著］



読書論･文芸評論･出版史

ライトノベル史入門

『ドラゴンマガジン』創刊物語
狼煙を上げた先駆者たち

目白大学人間学部　専任講師

山中智省◆著

第1章◎『ドラゴンマガジン』創刊前後の状況
第2章◎創刊を手がけた編集者たち
第3章◎創刊号の誌面を飾った作家たち
第4章◎『ドラゴンマガジン』が育んできたもの
第5章◎〝ビジュアル・エンターテインメント〟の誕生と展開
付　録◎参考文献一覧・資料探索ガイド・ 
　　　　『ドラゴンマガジン』基本情報一覧

目次

1980年代後半～90年代前半を中心に、
「ライトノベル」と呼ばれている
若年層向けエンターテインメント小説が
誕生していく過程を、同時代を経験した人物の
インタビューから描き出し、
さらに著者が収集した資料を多数用いながら、
ライトノベル史を象徴する雑誌『ドラゴンマガジン』
および周辺の時代を解説。

装丁イラスト：
あらいずみるい

本書の特色
◎『ドラゴンマガジン』が創刊された当時の編集者、
作家、読者の貴重なインタビューを多数収録。
◎ライトノベルを研究したい人向けに資料の探し
方などを紹介。

小川洋、竹中清、竹河聖、
あらいずみるい、見田竜介、
加藤一、新城カズマ、伊藤ヒロ

インタビューを掲載！

『ドラゴンマガジン』とは・・・
富士見書房から1988年に創刊され、現在
も若年層向けエンターテインメント小
説を扱う専門誌の一つであり、出版社が
同じ富士見ファンタジア文庫の刊行作
品やその関連情報を中心に掲載してい
る。〈ライトノベル雑誌〉の先駆的存在と
しても知られ、2018年には創刊30周年
を迎えようという老舗雑誌である。 

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体1,800円（+税）
四六版並製カバー装・280 頁
2018 年 1 月刊行
ISBN978-4-585-22126-5 C3030

ライトノベル史入門
『ドラゴンマガジン』創刊物語
狼煙を上げた先駆者たち
山中智省【著】

本体1,800円（+税）
四六版並製カバー装・280 頁

2018 年 1 月刊行
ISBN978-4-585-22126-5 C3030
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ﾑ
ﾑ

ﾑ

ﾑ
ﾑ

衣
更
・
御
女

夫
の
宮
後
る
え
か
つ
に
皇
天
も
れ
ず
い

◆

文
本
読
朗

 

宮

後

の

妬

嫉

ﾑ
ﾑ

ﾑ

ﾑ

人
上
・
部
達
上

四
は
議
参
（
人
官
の
上
以
位
三
は
部
達
上

殿ん
て

上

人と
び

蔵う
ろ
く

人ど

妃
貴
楊

の
唐

玄ん
げ

宗う
そ

安ん
あ

禄く
ろ

山ん
ざ

わ
歌
に
」
歌
恨
長
「
の
天
楽
白
は
件
事
の

66源氏物語ライブラリー

い
る
か
ら
だ
と
気
づ
い
た
と
き

思
わ
ず

は
ら
は
ら
と
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
の
で
あ

る

そ
れ
は
少
女
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
た

感
動
で
は
な
く

そ
の
因
が
藤
壺
へ
の
思

慕
に
あ

た
こ
と
に
気
付
い
た
感
動
の
涙

で
あ
る

こ
の
少
女
は
実
は
藤
壺
の
姪め

い

で

あ

た

無
邪
気
で
か
わ
い
い
少
女
の
顔

に

心
ひ
そ
か
に
慕
う
藤
壺
の
宮
の
面お

も

影か
げ

を
見
い
だ
し
て
胸
の
高
鳴
り
を
覚
え
る
若

き
源
氏

こ
の
宿
命
的
な
出
会
い
の
一
段

は

あ
ど
け
な
い
少
女
の
明
る
さ
と

犯

し
の
罪
を
引
き
ず

た
源
氏
の
思
慕
の
暗

さ
と
が
対
照
を
な
し
て

遅
桜
の
散
り
ま

が
う
晩
春
の
北
山
を
背
景
に

み
ご
と
に

写
し
出
さ
れ
て
い
る

源
氏
物
語

ラ
イ
ブ
ラ
リ

も
た
れ
さ
成
作
に
前
以
代
時
戸
江
で
中
の
書
釈
注
の
』
語
物
氏
源
『
は
と
釈
注
古

世せ

尊ん
そ

寺じ

伊れ
こ

行き
ゆ

『
の

源ん
げ

氏じ

釈

『
の
家
定
原
藤
期
初
倉
鎌

奥く
お

入り
い

四よ

辻じ
つ

善し
よ

成り
な

『
の

河か

海い
が

抄

の
期
初
町
室
は

一ち
い

条
兼ね
か

良し
よ

『
著

花か

鳥
余よ

情い
せ

『
る
あ
で
成
大
集
の
学
氏
源
の
家
西
条
三
の
期
町

細い
さ

流
抄

全
五
十
四
帖
の

あ
ら
す
じ

各
帖
の
あ
ら
す
じ
と

と
も
に
、
代
表
的
な

場
面
を
描
い
た
源
氏

絵
を
掲
載
。
伝
土
佐

光
信
筆
の
美
麗
な
源

氏
世
界
を
愉
し
む
。

名
場
面
訳
文
と

源
氏
の「
錦
絵
」

名
場
面
本
文
の
現
代

語
訳
を
掲
載
。
併
せ

て
、
江
戸
庶
民
に
親

し
ま
れ
た
源
氏
物
語

の
錦
絵
を
掲
載
。
時

代
を
経
て
愛
さ
れ
る

源
氏
の
変
容
を
知
る
。

名
場
面
の

源
氏
物
語
本
文

物
語
本
文
に
じ
か
に

接
す
る
こ
と
で
き
る
。

当
時
の
朗
読
を
意
図

し
た
ふ
り
が
な
や
句

読
点
を
施
し
た
。
平

安
時
代
の
「
声
」
を

再
現
す
る
。

源
氏
物
語

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

時
代
・
媒
体
・
分
野

を
超
え
て
愛
さ
れ
る

源
氏
物
語
の
あ
ら
ゆ

る
「
か
た
ち
」
を
図

版
と
と
も
に
紹
介
。

花
道
書
・
か
る
た
・

双
六
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

『
源
氏
物
語
』を
愉
し
も
う
！

千
年
の
時
を
経
て
、語
り
継
が
れ
て
き
た
美
し
い
原
文
を
、

朗
読
す
る
こ
と
で
体
感
す
る
物
語
の
本
物
の
魅
力
。

美
麗
な
大
和
絵
や
華
や
か
な
錦
絵
、

豆
本・
カ
ル
タ・双
六・絵
入
本
な
ど
の
貴
重
な
資
料
か
ら
見
る
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た『
源
氏
物
語
』の
多
彩
な
世
界
。

『
源
氏
物
語
』の
構
成・概
要・五
十
四
帖
す
べ
て
の

あ
ら
す
じ・登
場
人
物
の
系
図
な
ど
も
充
実
。

『
源
氏
物
語
』を
も
っ
と
深
く
愉
し
め
る
コ
ラ
ム
も
満
載
！

こ
れ
一
冊
で『
源
氏
物
語
』が
丸
分
か
り
！

中
野
幸
一
﹇
著
﹈な
か
の
・
こ
う
い
ち―

◎
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

源
氏
物
語

フ
ル
カ
ラ
ー見
る
・
知
る
・
読
む

◉―

中
古
・
平
安
・ 

美
術

本
体
二
、二
〇
〇
円
（
＋
税
）

A5
判
・
並
製
・
二
五
六
頁
・
フ
ル
カ
ラ
ー

二
〇
一
三
年
七
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29057-5 C0091

部

重版出来 !!

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名

本体2,200円（+税）

A5判・並製・256頁・フルカラー
2013年7月刊行

ISBN978-4-585-29057-5 C0091

フルカラー　　　
見る・知る・読む 源氏物語
中野幸一［著］

部 数

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025





日本文学（近世）

本体2,800円（+税）
四六判並製カバー装
352頁＋カラー口絵8頁

2020年7月刊行
ISBN978-4-585-29188-6 C0095

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体2,800円（+税）
四六判並製カバー装・352頁＋カラー口絵8頁

2020年7月刊行
ISBN978-4-585-29188-6 C0095

お伽草子超入門
伊藤慎吾［編］

伊
藤
慎
吾
【
編
】

お
伽
草
子
　
入
門

超も
く
じ

【
編
者
紹
介
】

伊
藤
慎
吾
（
い
と
う
・
し
ん
ご
）　
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
日
本
文
化
学
科
准
教
授
。

専
門
は
お
伽
草
子
研
究
。主
な
著
書
に『
中
世
物
語
資
料
と
近
世
社
会
』（
三
弥
井
書
店
、二
〇

一
七
年
）、『
擬
人
化
と
異
類
合
戦
の
文
芸
史
』（
三
弥
井
書
店
、二
〇
一
七
年
）、『「
も
し
も
？
」の

図
鑑
　
ド
ラ
ゴ
ン
の
飼
い
方
』（
実
業
之
日
本
社
、二
〇
一
八
年
）、『
南
方
熊
楠
と
日
本
文
学
』

（
勉
誠
出
版
、二
〇
二
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

純
愛
あ
り
、ラ
ブ
コ
メ
あ
り
、

異
世
界
・
異
能
バ
ト
ル
あ
り
、擬
人
化
あ
り･･･

様
々
な
物
語
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
宝
庫
で
あ
る「
お
伽
草
子
」。

そ
の
代
表
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
妖
怪
、

異
類
婚
姻
、恋
愛
、歌
人
伝
説
、

高
僧
伝
説
な
ど
の
物
語
を
紹
介
。

読
み
や
す
い
現
代
語
訳
、

多
数
の
図
版
と
と
も
に
読
み
解
く
。

お
伽
草
子
を
題
材
に
し
た
マ
ン
ガ
・
小
説
な
ど
を

広
く
紹
介
す
る「
お
伽
草
子
ガ
イ
ド
」、

関
連
物
語
を
調
べ
る
た
め
の
手
引
き

「
モ
チ
ー
フ
索
引
」、

「
妖
怪
小
辞
典
」な
ど
を
付
し
た

楽
し
く
読
め
る
、使
え
る

「
お
伽
草
子
」入
門
書
！

カ
ラ
ー
口
絵

は
じ
め
に

妖
怪
物
語『
是
害
坊
絵
』

　

ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
の
天
狗
◎
伊
藤
慎
吾

異
類
婚
姻
物
語『
藤
袋
の
草
子
』

　
人
間
は
異
類
と
結
婚
で
き
る
の
か

　
　―

西
欧
の
昔
話
と
比
べ
て
み
る
◎
木
村
慧
子

マ
ン
ガ『
ね
ず
み
の
草
子
』◎
近
藤
よ
う
こ

　

解
説「
ね
ず
み
の
草
子
」の
こ
ろ
◎
近
藤
よ
う
こ

恋
愛
物
語『
花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』

　

会
う
は
別
れ
の
始
め
、別
れ
は
再
会
の
始
ま
り
◎
式
町
眞
紀
子

歌
人
伝
説『
花
鳥
風
月
』

　
巫
女
が
占
う『
花
鳥
風
月
』の
不
思
議
な
世
界
◎
菅
原
正
子

高
僧
伝『
弘
法
大
師
御
本
地
』

　
異
世
界
転
生
し
て
最
強
の

　
呪
文
詠
唱
者（
ス
ペ
ル
・
キ
ャ
ス
タ
ー
）に
な
っ
た
件
◎
伊
藤
慎
吾

魅
惑
の
お
伽
草
子―

不
思
議
の
物
語
世
界
◎
徳
田
和
夫

【
付
録
篇
】

　
お
伽
草
子
の
基
礎
知
識
◎
お
伽
草
子
ガ
イ
ド

　
年
表
風
作
品
ガ
イ
ド
◎
主
要
モ
テ
ィ
ー
フ
索
引

　
付
テ
ー
マ
別
一
文
紹
介
◎
妖
怪
小
辞
典

口
絵
解
説

あ
と
が
き

カ
バ
ー
イ
ラ
ス
ト
◎
近
藤
よ
う
こ

近
藤
よ
う
こ
の

マ
ン
ガ
も
掲
載
！
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古
典
文
学
の

常
識
を

疑
う

万
葉
集
は「
天
皇
か
ら
庶
民
ま
で
」の
歌
集
か
？
　
源
氏
物
語
の
本
文
は
平
安
時
代
の
も
の
か
？

中
世
は
無
常
の
文
学
の
時
代
か
？
　
春
画
は
男
た
ち
だ
け
の
も
の
か
？

未
解
明
・
論
争
と
な
っ
て
い
る
55
の
疑
問
に
答
え
る
。

第
一
部　

上
代
文
学

『
万
葉
集
』
が
「
天
皇
か
ら
庶
民
ま
で
」
の
歌
集
と
い
う
の
は
本
当
か…

品
田
悦
一

「
枕
詞
は
訳
さ
な
い
」
で
い
い
の
か…

大
浦
誠
士

『
万
葉
集
』
の
本
来
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か…

小
松
（
小
川
）
靖
彦

五
七
の
リ
ズ
ム
は
日
本
固
有
の
も
の
か…

岡
部
隆
志

万
葉
仮
名
は
日
本
語
表
記
の
た
め
の
発
明
か…

遠
藤
耕
太
郎

上
代
文
学
は
ど
の
よ
う
な
古
代
日
本
語
で
表
さ
れ
て
い
る
の
か…

奥
村
和
美

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
〈
歴
史
観
〉
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か…

松
田
浩

『
日
本
書
紀
』
は
「
歴
史
書
」
か…

山
田
純

『
古
事
記
』
の
出
雲
神
話
を
ど
う
読
む
か…

三
浦
佑
之

『
古
事
記
』
の
神
話
は
日
本
固
有
の
も
の
か…

猪
股
と
き
わ

天
照
大
御
神
は
太
陽
神
か…

烏
谷
知
子

「
風
土
記
」
は
在
地
の
伝
承
か…

飯
泉
健
司

『
日
本
霊
異
記
』
は
日
本
の
仏
教
説
話
集
の
濫
觴
か…

山
本
大
介

第
二
部　

平
安
朝
時
代
文
学

「
国
風
文
化
」
を
ど
う
捉
え
る
か…

渡
辺
秀
夫

注
釈
学
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
解
明
可
能
か…

東
望
歩

物
語
文
学
史
の
空
白
は
書
き
換
え
可
能
か…

渡
辺
泰
宏

文
献
空
白
期
の
平
安
時
代
琴
史…

正
道
寺
康
子

諸
本
論
は
『
枕
草
子
』
研
究
を
革
新
で
き
る
か…

山
中
悠
希

五
味
文
彦
『『
枕
草
子
』
の
歴
史
学
』
の
「
新
説
」
を
検
証
す
る…

津
島
知
明

紫
の
上
妻
妾
婚
姻
論
は
平
安
時
代
の
結
婚
を
ど
う
読
み
替
え
得
た
か…

鵜
飼
祐
江

『
源
氏
物
語
』
の
巻
々
は
ど
の
よ
う
な
順
番
で
作
ら
れ
た
か
？…

中
川
照
将

『
源
氏
物
語
』
作
中
人
物
論
の
常
識
を
問
う…

竹
内
正
彦

『
源
氏
物
語
』
宇
治
十
帖
の
謎…

三
村
友
希

『
源
氏
物
語
』
校
訂
本
文
は
ど
こ
ま
で
平
安
時
代
に
遡
及
し
得
る
か…

上
原
作
和

『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
は
な
ぜ
思
想
書
と
な
っ
た
か…

湯
淺
幸
代

古
筆
研
究
は
ど
こ
ま
で
文
学
史
を
書
き
換
え
た
か…

仁
平
道
明

作
家
の
古
典
現
代
語
訳
は
ど
の
よ
う
に
推
敲
さ
れ
た
か…

上
原
作
和

第
三
部　

中
世
文
学

中
世
が
無
常
の
時
代
と
い
う
の
は
本
当
か…

藤
巻
和
宏

和
歌
史
に
お
い
て
武
士
の
時
代
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か…

舘
野
文
昭

中
世
歌
謡
と
信
仰
は
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た
か…

中
本
真
人

中
世
に
説
話
集
が
流
行
し
た
の
は
な
ぜ
か…

近
本
謙
介

『
平
家
物
語
』
は
鎮
魂
の
書
か…

佐
伯
真
一

『
平
家
物
語
』
の
読
み
本
と
語
り
本
は
ど
う
違
う
か…

佐
谷
眞
木
人

『
太
平
記
』
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
書
か
れ
た
の
か…

小
秋
元
段

中
世
文
学
研
究
と
「
歴
史
学
」
の
交
錯…

大
橋
直
義

お
伽
草
子
は
中
世
の
文
芸
か…
伊
藤
慎
吾

中
世
の
偽
書…

千
本
英
史

琉
球
を
め
ぐ
る
文
芸…

目
黒
将
史

軍
記
文
学
史
は
必
要
か…

大
津
雄
一

第
四
部　

近
世
文
学

日
本
に
お
け
る
「
文
人
」
と
は…

池
澤
一
郎

近
世
の
歌
論
と
実
作…

盛
田
帝
子

国
学
に
お
け
る
実
証
性
と
精
神
性…

田
中
康
二

浄
瑠
璃
正
本
は
実
際
の
舞
台
に
ど
れ
だ
け
忠
実
な
の
か…
黒
石
陽
子

歌
舞
伎
人
気
は
ど
れ
く
ら
い
地
方
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
か…
池
山
晃

『
奥
の
細
道
』
中
尾
本
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か…

佐
藤
勝
明

蕉
風
は
芭
蕉
の
何
を
受
け
継
い
だ
の
か…

深
沢
了
子

近
世
に
お
け
る
写
本
と
版
本
の
関
係
は…

塩
村
耕

十
九
世
紀
江
戸
文
学
に
お
け
る
作
者
と
絵
師
、
版
元
の
関
係…

佐
藤
悟

西
鶴
浮
世
草
子
を
ど
う
読
む
べ
き
か…

中
嶋
隆

近
世
に
怪
談
が
流
行
っ
た
の
は
な
ぜ
か…

佐
伯
孝
弘

秋
成
に
と
っ
て
『
春
雨
物
語
』
を
書
く
意
味
と
は…

長
島
弘
明

馬
琴
の
「
隠
微
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か…

板
坂
則
子

軍
記
は
ど
の
よ
う
な
人
に
読
ま
れ
た
の
か…

井
上
泰
至

近
世
文
学
に
お
け
る
教
訓
性
と
は…

倉
員
正
江

近
世
期
に
お
け
る
春
画
の
用
途
と
享
受
者…

石
上
阿
希

松
田
浩

上
原
作
和

佐
谷
眞
木
人

佐
伯
孝
弘

﹇
編
﹈

○
通
説
や
諸
問
題
に
鋭
く
切
り
込
ん
だ

厳
選
し
た
ト
ピ
ッ
ク
を
収
録

○
上
代
か
ら
近
世
文
学
ま
で
の
現
在
に

お
け
る
研
究
の
最
前
線
を
わ
か
り
や

す
く
解
説

○
見
開
き
４
頁
構
成
で
、
興
味
の
あ
る

項
目
か
ら
読
み
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
古
典
文
学
研
究
へ
の
導
入
書

○
初
学
者
か
ら
研
究
者
ま
で
使
え
る
、

異
分
野
の
横
断
的
理
解
・
情
報
共
有

ツ
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ル
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「
令
和
」
は
日
本
的
な
年
号
か
？　

Ａ
Ｉ
で
『
竹
取
物
語
』
を
読
む
と
何
が
わ
か
る
の
か
？

『
平
家
物
語
』
の
作
者
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
？　

江
戸
時
代
の
人
々
は
怪
異
を
信
じ
て
い
た
の
か
？　

三
島
由
紀
夫
は
古
典
を
ど
う
小
説
に
生
か
し
た
か
？

定
説
を
塗
り
か
え
る
57
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
提
示
。
通
時
的
・
共
時
的
・
学
際
的
な
視
点
か
ら
文
学
史
に
斬
り
込
む
！

第
一
部　

上
代
文
学

『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
思
想…

呉
哲
男

『
古
事
記
』
の
〈
神
話
〉
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か…

松
本
直
樹

『
古
事
記
』
の
構
成
要
素
が
系
譜
と
物
語
な
の
は
な
ぜ
か…

谷
口
雅
博

『
日
本
書
紀
』
の
編
述
者
の
知
の
基
盤
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か…

山
田
純

『
万
葉
集
』
の
書
記
と
表
現
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か…

松
田
浩

新
年
号
「
令
和
」
の
典
拠
は
現
代
に
何
を
語
り
か
け
る
の
か…

松
田
浩

大
伴
家
持
は
『
万
葉
集
』
の
完
成
に
ど
う
関
わ
っ
た
の
か…

鉄
野
昌
弘

『
風
土
記
』
と
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
で
神
話
は
ど
う
異
な
る
か

　

…

神
田
典
城

『
風
土
記
』
か
ら
見
え
る
日
本
古
代…

森
陽
香

《
時
代
横
断
テ
ー
マ
》

日
本
の
神
話
は
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
て
ゆ
く
の
か…

斎
藤
英
喜

『
日
本
書
紀
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
の
か…

金
沢
英
之

懐
風
藻
と
東
ア
ジ
ア…

高
松
寿
夫

『
万
葉
集
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
の
か…

新
沢
典
子

国
語
教
科
書
で
『
万
葉
集
』
が
ど
こ
ま
で
わ
か
る
の
か…

梶
川
信
行

『
風
土
記
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
の
か…

兼
岡
理
恵

『
日
本
霊
異
記
』
は
「
日
本
」
の
仏
教
説
話
集
か…

山
口
敦
史

第
二
部　

平
安
朝
時
代
文
学

か
ぐ
や
姫
の
求
婚
者
達
は
ど
の
よ
う
な
結
末
を
迎
え
た
の
か…

岸
川
大
航

物
語
は
離
婚
と
財
産
分
与
を
ど
う
書
い
た
の
か…

湯
淺
幸
代

和
歌
に
女
歌
・
男
歌
は
あ
る
の
か…

高
木
和
子

女
流
日
記
は
女
が
女
の
た
め
に
書
い
た
文
学
か…

竹
内
正
彦

紫
式
部
は
ど
の
よ
う
な
宮
廷
女
房
生
活
を
送
っ
た
の
か…

高
橋
麻
織

源
氏
物
語
は
な
ぜ
中
世
に
学
問
と
な
っ
た
の
か…

武
藤
那
賀
子

女
人
往
生
・
出
家
作
法
と
疑
偽
経
典
は
日
本
人
の
精
神
史
を

　

ど
の
よ
う
に
描
い　

た
か…

上
原
作
和

平
安
才
女
と
歳
の
差
婚…

阿
部
好
臣

枕
草
子
は
ほ
ん
と
う
に
清
少
納
言
が
編
集
し
た
も
の
か…

山
中
悠
希

『
更
級
日
記
』
作
者
・
菅
原
孝
標
女
は
本
当
に
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
作
者
か 

　

…

福
家
俊
幸

『
今
昔
物
語
集
』
の
東
ア
ジ
ア
世
界
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か…

高
陽

《
時
代
横
断
テ
ー
マ
》

『
大
鏡
』『
栄
華
物
語
』
が
国
語
教
材
に
選
ば
れ
る
の
は
な
ぜ
か…

中
島
和
歌
子

日
記
文
学
は
な
ぜ
巻
子
装
か
ら
冊
子
本
に
書
写
さ
れ
た
の
か…

佐
々
木
孝
浩

三
島
由
紀
夫
は
古
典
を
ど
の
よ
う
に
小
説
化
し
た
の
か…

伊
藤
禎
子

第
三
部　

中
世
文
学

京
極
派
和
歌
の
独
自
性
と
は
何
か…

阿
尾
あ
す
か

『
平
家
物
語
』
の
典
拠
と
し
て
の
早
歌…

岡
田
三
津
子

擬
古
物
語
を
文
学
史
に
ど
う
位
置
づ
け
る
か…

中
島
正
二

『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』
は
禅
宗
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か…

荒
木
浩

『
平
治
物
語
絵
巻
』
は
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か…

滝
澤
み
か

『
平
家
物
語
』
の
「
作
者
」
を
ど
う
考
え
る
か…

松
尾
葦
江

『
平
家
物
語
』
は
女
人
往
生
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か…

森
誠
子

『
曽
我
物
語
』
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
か…

二
本
松
康
宏

『
義
経
記
』
と
語
り
物
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か…

佐
谷
眞
木
人

切
支
丹
能
は
存
在
し
た
か…

宮
本
圭
造

世
阿
弥
の
「
幽
玄
」「
夢
幻
能
」「
歌
舞
能
」
を
問
い
直
す…

重
田
み
ち

お
伽
草
子
は
ど
の
よ
う
に
異
界
・
異
国
を
表
現
し
て
い
る
か

　

…

宮
腰
直
人

《
時
代
横
断
テ
ー
マ
》

民
俗
学
は
説
話
文
学
の
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

　

…

伊
藤
慎
吾

百
人
一
首
は
な
ぜ
流
行
し
た
の
か…

谷
知
子

第
四
部　

近
世
文
学

『
奥
の
細
道
』
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意
味…

玉
城
司

本
居
宣
長
が
文
学
研
究
に
果
た
し
た
役
割
は
何
か…

杉
田
昌
彦

狂
歌
に
文
芸
性
は
あ
る
の
か…

小
林
ふ
み
子

「
仮
名
草
子
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
べ
き
か…
柳
沢
昌
紀

秋
成
の
学
問
は
創
作
と
ど
う
関
わ
る
の
か…
飯
倉
洋
一

江
戸
時
代
の
人
々
は
怪
異
を
信
じ
て
い
た
の
か…
佐
伯
孝
弘

草
双
紙
に
お
け
る
絵
と
文
は
ど
う
関
わ
る
の
か…
佐
藤
至
子

「
作
者
近
松
門
左
衛
門
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か…

坂
口
弘
之

上
方
歌
舞
伎
と
江
戸
歌
舞
伎
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か…
武
藤
純
子

江
戸
時
代
の
出
版
統
制
の
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か…

山
本
秀
樹

《
時
代
横
断
テ
ー
マ
》

古
典
文
学
に
お
け
る
「
個
」
を
ど
う
捉
え
る
か…

西
田
耕
三

古
典
文
学
に
お
い
て
「
悪
」
は
ど
う
形
象
さ
れ
て
い
る
か…

横
山
泰
子

幕
末
漢
詩
に
お
け
る
政
治
性
と
は
何
か…

合
山
林
太
郎

松
田
浩

上
原
作
和

佐
谷
眞
木
人

佐
伯
孝
弘

﹇
編
﹈

【
目
次
】

本
体
二
、八
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
五
六
頁

二
〇
一
九
年
九
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29183-1 C1091

○
通
説
や
諸
問
題
に
鋭
く
切
り
込
ん
だ

厳
選
し
た
ト
ピ
ッ
ク
を
収
録

○
上
代
か
ら
近
世
文
学
ま
で
の
現
在
に

お
け
る
研
究
の
最
前
線
を
わ
か
り
や

す
く
解
説

○
見
開
き
４
頁
構
成
で
、
興
味
の
あ
る

項
目
か
ら
読
み
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
古
典
文
学
研
究
へ
の
導
入
書

○
初
学
者
か
ら
研
究
者
ま
で
使
え
る
、

異
分
野
の
横
断
的
理
解
・
情
報
共
有

ツ
ー
ル

【
本
書
の
特
色
】

縦
・
横
・
斜
め
か
ら

書
き
か
え
る
文
学
史

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部
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本体2,800円（+税）
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2019年9月刊行
ISBN978-4-585-29183-1 C1091

古典文学の常識を疑うⅡ―縦・横・斜めから書きかえる文学史

松田浩・上原作和・佐谷眞木人・佐伯孝弘［編］



日本史（近世史・近世文化）

輪
切
り
の

江
戸
文
化
史

こ
の
一
年
に
何
が
起
こ
った
か
？

鈴
木
健
一
﹇
編
﹈

編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

鈴
木
健
一（
す
ず
き
・
け
ん
い
ち
）　

一
九
六
〇
年
生
ま
れ
。学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
。専

門
は
近
世
の
和
歌
・
漢
詩
・
古
典
学
。著
書
に『
古
典
注
釈
入
門 

歴
史
と
技
法
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
）、『
天
皇
と
和
歌 

国
見
と
儀
礼
の
一
五
〇
〇
年
』（
講
談
社
、二
〇
一
七
年
）な

ど
が
あ
る
。

本
体
三
、二
〇
〇
円（
＋
税
）

四
六
判
並
製
・
三
五
二
頁

二
〇
一
八
年
十
月
刊
行

ISBN
978-4-585-22220-0 

・C1021

江
戸
時
代
っ
て
長
く
て
わ
か
り
づ
ら
い…

…

二
五
〇
年
を
輪
切
り
に
す
る
と
、

江
戸
時
代
が
鮮
や
か
に
見
え
て
く
る
！

江
戸
幕
府
の
始
ま
り
か
ら
、幕
末
明
治
ま
で
、

節
目
の
年
を
選
び
出
し
、

文
学
・
風
俗
・
美
術
・
宗
教
・
政
治
な
ど
、

多
様
な
切
り
口
で
、分
か
り
や
す
く
解
説
。

【
も
く
じ
】

は
じ
め
に―

歴
史
を
輪
切
り
に
す
る
試
み

寛
永
十
三
年（
一
六
三
六
）―

時
代
の
始
ま
り
の
熱
気
と
気
品
◎
鈴
木
健
一

万
治
三
年
　（
一
六
六
〇
）―

文
化
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
期
◎
大
山
和
哉

寛
文
十
三
年（
一
六
七
三
）―

転
換
期
の
豊
穣
◎
河
村
瑛
子

元
禄
十
四
年（
一
七
〇
一
）―

中
世
の
終
焉
◎
西
田
正
宏

享
保
十
六
年（
一
七
三
二
）―

復
古
と
革
新　

江
戸
時
代
の
折
り
返
し
地
点
◎
深
沢
了
子

元
文
三
年
　（
一
七
三
八
）―

大
嘗
会
の
再
興
と
上
方
文
化
の
終
焉
◎
田
代
一
葉

宝
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）―

繋
ぎ
転
換
し
て
い
く
節
目
の
年
◎
杉
田
昌
彦

明
和
五
年
　（
一
七
六
八
）―

上
方
の
成
熟
、江
戸
の
胎
動
◎
高
野
奈
未

天
明
八
年
　（
一
七
八
八
）―

天
変
地
異
と
文
化
の
転
換
◎
田
中
康
二

寛
政
二
年
　（
一
七
九
〇
）―

社
会
の
綻
び
へ
の
対
処
と
文
芸
の
変
質
◎
関
原
　
彩

文
化
五
年
　（
一
八
〇
八
）―
異
国
情
報
と
尚
古
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
◎
有
澤
知
世

文
政
八
年
　（
一
八
二
五
）―
爛
熟
す
る
庶
民
文
化
が
示
す
江
戸
の
深
奥
◎
門
脇
　
大

嘉
永
六
年
　（
一
八
五
三
）―

内
か
ら
外
へ
と
ひ
ら
か
れ
る
視
点
◎
奥
野
美
友
紀

明
治
元
年
　（
一
八
六
八
）―

政
治
・
文
化
の
解
体
と
再
構
築
◎
田
中
　
仁

明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）―

大
量
即
製
時
代
の
は
じ
ま
り
◎
磯
部
　
敦

江
戸
時
代
を
大
摑
み
で
き
る

画
期
的
入
門
書
！

ご送付先ご住所（通信欄）
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日本美術

疑
問
符
で
読
む
日
本
美
術

観
音
に
は
ひ
げ
が
あ
る
？

な
ぜ
絵
巻
は
右
か
ら
左
へ
み
る
の
？

写
生
画
が
写
実
で
は
な
い
？

絵
画
や
仏
像
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
・
謎
を

図
像
解
釈
学（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
）
か
ら
探
り
、

日
本
美
術
の
新
し
い
楽
し
み
方
を
提
案
す
る
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
作
品
観
賞
案
内

百
鬼
夜
行
絵
巻

大
徳
寺
真
珠
庵

第
一
章
　
釈
迦
の
生
涯
│
仏
像
の
基
本

第
二
章
　
仏
像
の
種
類
│
４
つ
の
タ
イ
プ

第
三
章
　
曼
荼
羅
│
密
教
世
界
の
地
図

第
四
章
　
六
道
輪
廻
と
浄
土
│
人
は
死
ん
だ
ら
ど
こ
へ
ゆ
く
？

第
五
章
　
神
々
の
す
が
た

第
六
章
　
人
の
か
た
ち
│
肖
像
と
似
会（
に
せ
え
）

第
七
章
　
絵
巻
物
│
物
語
を
絵
に
す
る

第
八
章
　
山
水
画
と
花
鳥
画
│
神
仏
で
も
人
で
も
な
い
も
の

第
九
章
　
浮
世
絵　

第
十
章
　
西
洋
絵
画
と
日
本

◉
目
次

山
本
陽
子﹇
著
﹈や
ま
も
と
・
よ
う
こ

一
九
五
五
年
東
京
都
生
ま
れ
。早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科（
美
術

史
）博
士
課
程
後
期
単
位 

取
得
。博
士（
文
学
）。明
星
大
学
人
文
学
部
教

授
。 

専
門
は
日
本
中
世
絵
画
史
。著
書
に『
絵
巻
に
お
け
る
神
と
天
皇
の

表
現―

見
え
ぬ
よ
う
に
描
く
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六

年
）、『
絵
巻
の
図
像
学―

「
絵
そ
ら
ご
と
」の
表
現
と
発
想
』（
勉
誠
出

版
、 

二
〇
一
二
年
）な
ど
多
数
。

人
で
も
生
き
物
で
も
な
く
、

な
ぜ
日
用
雑
貨
が
妖
怪
化
し

た
の
か
。そ
の
前
提
と
し
て

は
、器
物
が
長
い
年
月（
例
え

ば
九
十
九
年
）
を
経
る
と
魂

が
宿
り
付
喪
神（
九
十
九
神
）

に
な
る
、
と
い
う
言
い
伝
え

が
あ
る
。中
世
の
物
語
に
は

こ
の
伝
承
に
基
づ
い
た
『
付

喪
神
記
』
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
あ
り
、
こ
れ
に
も
素
朴
な

絵
の
絵
巻
が
い
く
種
類
か
あ

る
。古
く
な
っ
て
人
間
に
捨

て
ら
れ
た
器
物
た
ち
に
魂
が

宿
り
、
捨
て
た
人
間
達
へ
の

復
讐
を
企
て
、
様
々
な
悪
行

を
は
た
ら
き
（
中
に
は
宴
会

で
人
肉
を
喰
う
場
面
を
含
む

絵
巻
も
あ
る
）、人
間
の
真
似

を
し
て
連
歌
を
し
て
宴
会
を

し
、
大
挙
し
て
京
の
街
へ
百

鬼
夜
行
に
繰
り
出
す
の
だ

が
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
護
符
を

持
つ
関
白
と
出
く
わ
し
、
人

間
達
に
祈
り
込
め
ら
れ
て
悔

い
改
め
、
数
珠
の
「
一
連
坊

（
い
ち
れ
ん
ぼ
う
）」
の
下
で

出
家
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
成
仏

す
る
、と
い
う
物
語
で
あ
る
。

（
本
文
よ
り
）

つ
く
も
が
み

つ
く

く
も
が
み
きそ

ん
し
ょ
う
だ
ら
に

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体1,800円（+税）
四六判並製カバー装・240頁

2015年11月刊行
ISBN978-4-585-27026-3 C0071

本
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円（
＋
税
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装
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二
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頁

二
〇
一
五
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月
刊
行

ISBN
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詩・アメリカ文学

原
成
吉﹇
著
﹈

ご送付先ご住所（通信欄）
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本体3,500円（+税）
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2020年2月刊行
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四六判並製カバー装・504頁

2020年2月刊行
ISBN978-4-585-29191-6 C0098

原成吉［著］

アメ
リ
カ
現
代
詩
入
門

エズ
ラ・パウ
ン
ド
か
ら
ボ
ブ・ディ
ラン
ま
で

アメ
リ
カ
詩
は
、そ
れ
ま
で
の
西
洋
の
詩
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
て
い
る
。

固
有
の
韻
律
の
発
見
、実
験
的
ラ
イ
ン
ブ
レ
イ
ク
、口
語
や
俗
語
の
頻
用
、

漢
詩
や
俳
句
の
手
法
か
ら
の
借
用
、事
物
を
列
挙
す
る
カ
タ
ロ
グ
手
法
な
ど
、

次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
そ
の
型
破
り
な
ス
タ
イ
ル
は
、

文
学
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、他
の
芸
術
分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
礎
を
築
い
た
エ
ズ
ラ・パ
ウ
ン
ド
か
ら
、

ビ
ー
ト・ジェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
先
導
者
ア
レ
ン･
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
や
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
先
取
り
し
て
い
た
エ
イ
ド
リ
ア
ン・リ
ッ
チ
、

そ
し
て
現
代
最
高
の
吟
遊
詩
人
ボ
ブ・ディ
ラ
ン
ま
で
。

アメ
リ
カ
現
代
詩
を
代
表
す
る
一
九
人
の
三
〇
作
品
を
、

一
篇
ず
つ
、丹
念
に
読
み
解
く
。

ア
メ
リ
カ
現
代
詩
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
、

アメ
リ
カ
詩
を
知
る
た
め
の
最
良
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
＆
解
説
書
！

◎ボブ・ディラン初期代表作「激しい雨
が降りそうだ（ A Hard Rain's A-Gonna 
Fall）」を徹底解説。
◎時代ごとに区切って、アメリカの現代
詩人を紹介。
◎入門者にもやさしい丁寧な解説。
原文と忠実な訳を対照。
◎初邦訳の作品を多く含む、アメリカ詩
を代表する30編を厳選収録。アメリカ
詩の変遷を俯瞰できる。

はら・しげよし。1953年、東京都生まれ。アメリカ文
学者、獨協大学教授。アメリカ現代詩を専門とし、
ビート・ジェネレーションの日本への紹介者の一人
である。訳書に、『野性の実践』（思潮社、2011）、
『終わりなき山河』（思潮社、2002）、『ウィリアムズ
詩集』（思潮社、2005）、『チャールズ・オルスン詩
集』(思潮社、1992)など多数。また、ボブ･ディラン
のノーベル賞受賞に関連する活動として、『ノーベ
ル文学賞にもっとも近い作家たち いま読みたい
38人の素顔と作品』（青月社、2014）での執筆、読
売新聞での執筆、「現代詩手帖」での対談・寄稿、
NHKの解説番組「視点･論点」への出演など。

A
n Introduction to A

m
erican P

oetry: E
zra P

ound to B
ob D

ylan

著者プロフィール

はじめに
序章　アメリカ現代詩入門 
第一世代：
エズラ・パウンド／ウィリアム・カーロス・ウィリ
アムズ／ウォレス・スティーヴンズ／T・S・エリ
オット／E.E.カミングズ／H・D／マリアン・
ムーア／ロバート・フロスト
第二世代：
チャールズ・オルソン／アドリエンヌ・リッチ／
ロバート・ロウエル／エリザベス・ビショップ
第三世代：
アレン・ギンズバーグ／フランク・オハラ／
ゲーリー・スナイダー／ボブ・ディラン

目次

本書の特色

Ezra Pound

Bob Dylan

アメリカ現代詩入門
エズラ・パウンドからボブ・ディランまで



海外文学・ラテンアメリカ文学

寺
尾
隆
吉﹇
著
﹈

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体3,500円（+税）
四六判並製カバー装・450頁

2019年12月刊行
ISBN978-4-585-29191-6 C0098

本体2,800円（+税）
  A5判並製カバー装・248頁

2020年3月刊行
ISBN978-4-585-29194-7 C0098

本体2,800円（+税）
  A5判並製カバー装・248頁

2020年3月刊行
ISBN978-4-585-29194-7 C0098寺尾隆吉［著］

100人の作家で知る　
ラテンアメリカ文学ガイドブック

A
 G

uidebook to L
atin A

m
erican L

iterature 

著者プロフィール

目次

紹介する作家 100
人
の
作
家
で
知
る
　

まえがき
作家紹介
コラム
・ラテンアメリカにおける文学賞の功罪
・ラテンアメリカ文学と文学エージェント
・「ラテンアメリカ文学のブーム」回顧
・ラテンアメリカの新聞・雑誌と創作活動
・ラテンアメリカ文学の地域差と文学的特色

レオナルド・パドゥーラ
ロベルト・ボラーニョ
レイナルド・アレナス
マリオ・バルガス・ジョサ
カルロス・フエンテス
ガブリエル・ガルシア・マルケス
ホセ・ドノソ
フアン・ルルフォ
オクタビオ・パス
フリオ・コルタサル
アレホ・カルペンティエール
ホルヘ・ルイス・ボルヘス
など・・・総勢100人！！

ラ
テ
ン
アメ
リ
カ
文
学
を
知
る
た
め
の
画
期
的
入
門
書
！！

寺尾隆吉（てらお・りゅうきち）
1971年生まれ。東京大学大学院総合
文化研究科博士課程修了（学術博
士）。現在、早稲田大学社会科学部教
授。専門は現代ラテンアメリカ文学。主
な著書に、『ラテンアメリカ文学入門―
ボルヘス、ガルシア・マルケスから新世
代の旗手まで』（中公新書、2016年）。
主な訳書に、マリオ・バルガス・ジョサ
『マイタの物語』（水声社、2018年）、フ
リオ・コルタサル『奪われた家／天国
の扉　動物寓話集』（光文社古典新
訳文庫、2018年）などがある。

マリオ・バルガス・リョサホルヘ・ルイス・ボルヘス

ラ
テン
アメ
リ
カ
文
学

  
ガイ
ド
ブック

ガブリエル・ガルシア=マルケス

カ
ブ
リ
エ
ル・ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス（『
百
年
の
孤
独
』）、

マ
リ
オ
・バ
ル
ガ
ス・リ
ョ
サ（『
緑
の
家
』）、ホ
ル
ヘ・ル
イ
ス・ボ
ル
ヘ
ス（『
伝
奇
集
』）、

レ
イ
ナ
ル
ド・ア
レ
ナ
ス（『
襲
撃
』）、ロ
ベ
ル
ト・ボ
ラ
ー
ニ
ョ（『
2
6
6
6
』）…

。

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
家
の
影
響
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、土
俗
性
、

幻
想
性
、そ
し
て
溢
れ
出
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
独
自
の

発
展
を
遂
げ
て
き
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
は
、数
多
く
日
本
で
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、そ
の
一
方
で
こ
う
し
た
作
家
や
作
品
を

ま
と
め
て
紹
介
し
た
媒
体
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
。

一
九
〜
二一
世
紀
の
代
表
的
な
作
家
一
〇
〇
人
と
そ
の
代
表
作
を
紹
介
す
る
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
を
読
む
人
へ
の
指
針
と
な
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
！ 



堀
川
貴
司
【
著
】―

（
ほ
り
か
わ
・
た
か
し
）一
九
六
二
年
生
ま
れ
。慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
教

授
。専
門
は
日
本
漢
文
学
。著
書
に『
書
誌
学
入
門
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
〇
年
）、『
五
山
文

学
研
究
　
資
料
と
論
考
』（
正
続
、笠
間
書
院
、二
〇
一
一
年
・
二
〇
一
五
年
）な
ど
が
あ
る
。

豊
穣
な「
知
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
海
へ―

「
書
誌
学
」と
は
、「
書
物
」と
い
う
人
間
の
文
化
的
活
動
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
を
総
体
的
に
捉
え
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、そ
の
書
物
の
成
立
と
伝
来
を
跡
づ
け
て
、人
間
の
歴
史
と
時
間
と
い
う
空
間
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
問
で
あ
る
。

こ
の
書
物
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
。ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
、今
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
の
か―
。

「
モ
ノ
」と
し
て
の
書
物
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、人
々
の
織
り
成
し
て
き
た
豊
穣
な「
知
」の
ネッ
ト
ワ
ー
ク
が
浮
か
び
あ
がっ
て
く
る
。

【
目
次
】口

絵―

文
様
見
本

は
じ
め
に―

書
誌
学
の
目
的
と
対
象

第
一
部―
古
典
籍
を
見
る（
実
践
編
）

調
査
用
具
と
参
考
書
／
構
成
要
素
と
記
述
項
目
／
大
き
さ
と
装
訂　

付
・
残
存
状
況
／
表
紙
／
外
題
と
内
題
／
前
付

と
後
付
／
本
文（
１
）―
版
式
・
写
式
／
本
文（
２
）―

文
字
・
絵
／
刊
記
・
奥
書
／
書
入
・
蔵
書
印
等　

付
・
保
存
容
器
と

保
存
状
態
／
参
考
情
報
／
他
の
伝
本
と
の
比
較

第
二
部―

古
典
籍
を
知
る（
知
識
編
）

紙
そ
の
他
の
原
材
料
／
中
国
・
朝
鮮
の
書
物
と
日
本
／
古
代
・
中
世
の
写
本
と
蔵
書（
１
）―

寺
院
／
古
代
・
中
世
の
写
本

と
蔵
書（
２
）―

公
家
・
武
家
／
古
代
・
中
世
の
出
版
／
古
活
字
版
／
近
世
初
期
・
前
期
の
出
版
／
近
世
中
期
の
出
版　

付
・
非
商
業
出
版
／
近
世
後
期
・
幕
末
明
治
期
の
出
版
／
近
世
の
写
本
と
蔵
書
／
近
代
の
蔵
書
／
非
書
物
形
態
の
資
料

第
三
部―

古
典
籍
を
読
む（
応
用
編
）

図
書
館
資
料
の
な
か
の
古
典
籍
／
辞
書
を
使
う
／
注
釈
書
を
読
む
／
論
文
を
読
む・
書
く

附
録―

書
誌
調
査
の
流
れ
／
和
暦
西
暦
年
表

お
わ
り
に―

書
誌
学
の
未
来
／
参
考
文
献
／
図
版
一
覧

索
引

国
文
学
研
究
の

基
本
図
書
！

詳
細
な
構
成
、

平
易
な
解
説
、

高
い
信
頼
性
。

多
数
の
大
学
で

教
科
書
と
し
て

採
用
さ
れ
る

大
好
評
の

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
！

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025勉誠出版

書誌学入門
古典籍を見る・知る・読む
堀川貴司〈著〉

定価1,980円（税込）・本体1,800円
A5判並製カバー装・272頁

2010年4月刊行
ISBN978-4-585-20001-7 C0500

定
価

一
、九
八
〇
円
（
税
込
）

﹇
本
体
一
、八
〇
〇
円
﹈

Ａ
５
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
七
二
頁

二
〇
一
〇
年
四
月
刊
行

ISBN
978-4-585-20001-7 C

0500



図書館学・YA（中高生向け）読み物・文芸

ライブラリーぶっくすライブラリーぶっくす

四六判並製カバー装・256 頁
ISBN 978-4-585-20061-1　C0000

2018 年４月刊行

本体 1,8001,800円（＋税）

司書のお仕事司書のお仕事
お探しの本は何ですか？

［著］　 大橋崇行（東海学園大学 准教授）

［監修］小曽川真貴（犬山市立図書館司書・日本図書館協会協会認定司書）

【目　次】【目　次】
はじめにはじめに
第１章第１章　ＮＤＣ分類の悪戯ＮＤＣ分類の悪戯
　　　　　コラム◎ＮＤＣ分類　　　　　コラム◎ＮＤＣ分類
　　　　　コラム　　　　　コラム◎図書館員と司書◎図書館員と司書
　　　　　コラム◎司書のお仕事　　　　　コラム◎司書のお仕事

第２章第２章　謎解きは選書の前に謎解きは選書の前に
　　　　　コラム◎ＹＡ（ヤングアダルト）書籍　　　　　コラム◎ＹＡ（ヤングアダルト）書籍
　　　　　コラム◎図書館のイベント企画　　　　　コラム◎図書館のイベント企画

第３章第３章　初恋レファレンス初恋レファレンス
　　　　　コラム◎レファレンス・サービス　　　　　コラム◎レファレンス・サービス
　　　　　　　　　　コラム◎学校図書館と公共図書館コラム◎学校図書館と公共図書館
おわりにおわりに

【著者プロフィール】【著者プロフィール】
大橋崇行（おおはし たかゆき)
作家、文芸評論家、東海学園大学人文学部准教授。博士（文学）。
小説の著書に『レムリアの女神』（未知谷）、『妹がスーパー戦隊に就職
しました』（ＰＨＰ研究所）など。評論の著書に『ライトノベルから見
た少女／少年小説史』（笠間書院）などがある。
平成25年度全国大学国語国文学会「文学・語学」賞。

【本書の特徴】【本書の特徴】
○司書職の日常を、分かりやすいストーリー形式で
解説。
○「本の装備」、「選書会議」等々…、実際の現場で使
用する専門用語を、現役の司書が解説。各章末に
は仕事にまつわるコラムを附す。

　本書は、司書課程で勉強
したいと思っている高校生、
大学生、社会人や、司書と
いう仕事に興味を持っている
方に向けて、司書の仕事を
ストーリー形式でわかりやすく
伝える１冊。
　実際に司書として働いて
いる方を監修に迎え、各地
の図書館司書の方々からも
話を聞いた。

司書って、どんな仕事をしてるの？
読めばわかる、司書の世界！

うらがわ

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

四六判並製カバー装・256 頁
ISBN 978-4-585-20061-1　C0000

2018 年４月刊行

本体 1,800 円（＋税）
司書のお仕事―お探しの本は何ですか？

大橋崇行 ［著］／小曽川真貴［監修］

ライブラリーぶっくす



図書館学・YA（中高生向け）読み物・文芸

ライブラリーぶっくす

四六判並製カバー装・207 頁
ISBN 978-4-585-20075-8　C0000

2020 年 10 月刊行

本体 1,800円（＋税）

司書のお仕事 ２
本との出会いを届けます

［著］　 大橋崇行（東海学園大学 准教授）

［監修］小曽川真貴（犬山市立図書館司書・日本図書館協会協会認定司書）

【目　次】
はじめに
第１章　図書館の幽霊
　　　　　コラム◎特別整理期間
　　　　　コラム◎図書館で司書として働くには

第２章　行政と法と図書館と
　　　　　コラム◎図書館とデータベース
　　　　　コラム◎読書バリアフリー法
　　　　　コラム◎図書館とゲーム
　　　　　コラム◎図書館と地域連携事業

第３章　本と人とが出会う場所
　　　　　コラム◎寄贈図書
　　　　　コラム◎図書館と生涯学習
　　　　　コラム◎図書館での資料保存
おわりに

【著者プロフィール】
大橋崇行（おおはし たかゆき)
作家、文芸評論家、東海学園大学人文学部准教授。博士（文学）。
小説の著書に『遥かに届くきみの聲』（双葉社）、『浅草文豪あやかし草紙』
（一迅社）など。
平成25年度全国大学国語国文学会「文学・語学」賞。
第1回双葉文庫ルーキー大賞受賞。

【本書の特徴】
○司書の日常を、ストーリーとコラムで
　わかりやすく楽しく読める。
○「除架と除籍」、「行政支援レファレンス」等…、
　専門用語や業務を、現役の司書が解説。
　各章末には仕事にまつわるコラムを附す。

（あらすじ）
公務員試験を突破して味岡市の職員に
採用された稲嶺双葉（いなみね・ふたば）
は、味岡市立図書館で司書として勤務
してはや半年、多岐にわたる業務を行
う中で、日々成長していた。
ある日、同僚に展示の入れ替えの相談
をするも、委託契約の業務外というこ
とで断られてしまう。同じ職場にいて
も、勤務形態の違いで業務内容が大き
く異なることを知り…。

　司書課程で勉強したいと思っている中高生、大学生、
社会人や、司書という仕事に興味を持っている方に向けて、
司書の仕事をストーリー形式でわかりやすく伝える。

司書って、どんな仕事をしてるの？
読めばわかる、司書の世界！

うらがわ

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

四六判並製カバー装・207 頁
ISBN 978-4-585-20075-8　C0000

2020 年 10 月刊行

本体 1,800 円（＋税）
司書のお仕事２
本との出会いを届けます
大橋崇行 ［著］／小曽川真貴［監修］

ライブラリーぶっくす



図書館学

図書館員をめざす人へ
後藤敏行［著］

1977年宮城県仙台市生まれ。 日本女子大学専任講師。東北大学大学院文学研究科博士課程前期修了、筑波
大学大学院図書館情報メディア研究科博士後期課程修了、博士（図書館情報学）。東北大学附属図書館（文部
科学事務官、図書系職員）、青森中央短期大学（専任講師）を経て現職。専門は図書館情報学・人文社会情報
学。主な著書に『図書館の法令と政策』（樹村房、2015 年）、『図書館・博物館・文書館の連携（シリーズ図書館
情報学のフロンティア No.10）』（共著、勉誠出版、2010 年）などがある。

憧れているだけでは分からない―。
司書・司書教諭になりたい人、必見！
皆さんは、図書館員がどのような仕事をするか知っていますか？ また、どうすればなれるか知っていますか？
本書は図書館で働きたい皆さんを、基礎知識から実践まで、じっくりガイドします。
図書館員へのインタビューも掲載、現場の声を届けます。

図書館員になるためのガイドブック＆インタビュー集の決定版！

第Ⅰ部◎基礎編
第1章　図書館，図書館員，図書館員の仕事
第 2章　図書館員になるには
若手図書館員へのインタビュー

第Ⅱ部◎実践編
公共図書館
国立情報学研究所および大学図書館
寄稿教壇に立つ図書館員：情報リテラシー教育業務を担当する大学図書館員の一日
学校図書館（1）司書教諭
学校図書館（2）学校司書
国立国会図書館
専門図書館

第Ⅲ部◎これからの図書館員像
これからの図書館員像
図書館員をめざすあなたへ
文献案内
求人の情報源
おわりに

◉
目
次

本体2,000円（+税）
四六判並製カバー装・240頁

2016年4月刊行
ISBN978-4-585-20045-1 C1000

本
書
の
特
長

◎図書館員になるための最新情報を掲載。基礎的な知識から、それぞれの図書館の種類に合わせた実践的
内容までを網羅。求人案内などの情報源も紹介し、図書館員になるまでの道のりをわかりやすくガイドする。

◎第一線の現場で働く図書館員にインタビュー。それぞれの働き方の実際を知ることができる。

◎図書館員の未来像を提示。これからの図書館員に新たに求められるスキルや知識について解説し、図書
館員に向けて学ぶ人たちだけではなく、すでに図書館員に就いている人にも役立つ内容を盛り込んでいる。

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体2,000円（+税）
四六判並製カバー装・240頁

2016年4月刊行
ISBN978-4-585-20045-1 C1000

図書館員をめざす人へ
後藤敏行［著］





統計学・教育

杉山髙一・藤越康祝 ［監修］

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体2,700円（+税）
A5判並製カバー装・272頁

2020年2月刊行
ISBN978-4-585-24011-2 C3041

本体2,700円（+税）
A5判並製カバー装・272頁

2020年2月刊行
ISBN978-4-585-24011-2 C3041杉山髙一・藤越康祝　［監修］

R・Pythonによる
統計データ科学
実際のデータ・例題を用いて、考え方の本質がわかるように解説、演習問題も多数掲載。

統計フリーソフト「R」と、現在最もよく使われているプログラミング言語であり、

統計解析の機能も豊富なPythonを用いて、具体的なデータの分析法やグラフの書き方をレクチャー。

近年注目され、実社会でよく利用されているモデル選択法、ブートストラップ法など、

他の教科書にない実用的な内容もやさしく記述する。

RとPythonによるプログラムや、本書のレベルを超えさらに学ぶ読者のために、

一歩進んだ解説や定理の証明などが、無料でダウンロード可能。

◎統計学の基本的な考え方が
　よくわかる。
◎豊富な実例・データ・演習問題
　で本質をつかむ。
◎モデル選択、ブートストラップ法
　など最新手法も、やさしく解説。
◎統計フリーソフトRとPython
　によるプログラムを多数収載！
◎ワンランク上の説明、
　PowerPointのレジュメ等を
　Webからダウンロード可能。

杉山髙一 （すぎやま・たかかず）
中央大学名誉教授、理学博士、元日本統計学会会長。専門は統計学、多変量解析。
主な著書に『統計科学入門』（絢文社）、『多変量データ解析』（共著、朝倉書店）、『統計OR活用事典』（共編著、東京書籍）、『統計データ科学事典』（共編著、朝倉書
店）などがある。

監修者プロフィール

1章　確率
2章　確率変数と確率分布
3章　標本分布
4章　推定
5章　検定
6章　回帰分析
7章　適合度検定

目次

本書の特色

統計データ科学
R・Pythonによる

初めて学ぶ人のための、統計学の基本的な考え方がよくわかる教科書

  8章　モデル選択法
  9章　ノンパラメトリック検定
10章　多重比較法
11章　計算機指向型法
12章　2次元データに対する統計解析法
13章　経時データ解析入門
付録　R・Pythonについて

Webからダウンロード可能：
・記述統計学について
・R・Pythonによるプログラム集
・PowerPointによる各章のまとめ

ほか 

藤越康祝 （ふじこし・やすのり）
広島大学名誉教授、理学博士、元日本統計学会会長。専門は統計学、多変量解析。
主な著書に『Multivariate Statistics』（共著、Wiley）、『経時データ解析の数理』（朝倉書店）、『多変量モデルの選択』（共著、朝倉書店）、『統計データ科学事典』（共編
著、朝倉書店）などがある。

塚本真一・西山貴弘・首藤信通・村上秀俊・小椋　透
竹田裕一・榎本理恵・櫻井哲朗・土屋高宏・兵藤　昌
中村好宏・川崎玉恵・伊谷陽祐・杉山高聖 ［著］
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第40回
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学芸賞

〔社会・風俗部門〕

　受賞！！

ご送付先ご住所（通信欄）
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部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体2,800円（+税）
A5判並製カバー装・352頁
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ISBN978-4-585-22210-1 C0020

水族館の文化史
ひと・動物・モノがおりなす魔術的世界
溝井裕一　著
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